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まち交大賞
アイデア賞受賞記念

ズームアップ

　まち交
こ う

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
情
報
交
流
協
議
会
ら
が
主
催
し
、

国
土
交
通
省
が
後
援
す
る
「
ま
ち
交
大
賞
」。

こ
の
賞
は
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
交
付
対
象
と
な
る

「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
に
お
い
て
、

「
優
れ
た
テ
ー
マ
の
設
定
」

「
画
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
」

「
住
民
の
意
向
の
反
映
や
参
加
の
誘
導
」

な
ど
の
観
点
か
ら
優
良
な
計
画
が
策
定
さ
れ
た
地
区
を

対
象
と
し
て
表
彰
し
、
事
例
と
し
て
幅
広
く
全
国
に

紹
介
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
推
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

第
２
回
と
な
る
今
回
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
18
年
度
に
採
択
さ
れ
た

全
国
１
、３
２
６
地
区
が
対
象
。

こ
の
中
か
ら
、
県
の
推
薦
・
各
地
方
整
備
局
の

選
出
（
山
梨
は
関
東
地
方
整
備
局
）
を
経
て
、

今
年
度
は
11
の
地
区
が
「
ま
ち
交
大
賞
」
と
し
て

計
画
大
賞
、
創
意
工
夫
大
賞
、
テ
ー
マ
賞
、

ア
イ
デ
ア
賞
、
プ
ロ
セ
ス
賞
の
各
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

山
梨
市
中
央
地
区
の
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
は
、

ア
イ
デ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
は
、
平
成
16

年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
市
町
村
の
策
定
す
る
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
制
度
で
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
な
ど
の
特

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、全
国
の
都
市
を
再
生
さ
せ
、

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と
地
域
経

済
・
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
特
徴
は
、

●
支
援
対
象
の
選
択
が
自
由
で
あ
り
、
計

　

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
れ
ば
、

　

交
付
金
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
も
自
由

●
住
民
活
動
な
ど
を
含
む
総
合
的
な
取
り

　

組
み
で
、
達
成
目
標
・
指
標
を
具
体
的

　

に
設
定
し
、
事
後
評
価
を
公
表
す
る

●
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
、
安
心
で

　

快
適
な
生
活
の
実
現
な
ど
、
地
方
の
独

　

自
性
・
自
主
性
を
大
い
に
発
揮
す
る
こ

　

と
が
で
き
る　

な
ど
で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
の
対
象
事
業

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

国
が
支
援
す
る
交
付
金
事
業
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付
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催
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に
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全
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２
６
地
区
が
対
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。

こ
の
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か
ら
、
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の
推
薦
・
各
地
方
整
備
局
の

選
出
（
山
梨
は
関
東
地
方
整
備
局
）
を
経
て
、

今
年
度
は
11
の
地
区
が
「
ま
ち
交
大
賞
」
と
し
て

計
画
大
賞
、
創
意
工
夫
大
賞
、
テ
ー
マ
賞
、

ア
イ
デ
ア
賞
、
プ
ロ
セ
ス
賞
の
各
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

山
梨
市
中
央
地
区
の
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
は
、

ア
イ
デ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

期
間
は
３
～
５
年
と
さ
れ
、
活
用
を
希
望

す
る
市
町
村
が
国
に
提
出
す
る
「
都
市
再

生
整
備
計
画
」
が
都
市
再
生
の
基
本
方
針

に
適
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
年

度
ご
と
に
、
最
大
で
事
業
費
の
40
％
に

当
た
る
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
（
交
付

金
の
対
象
と
な
る
事
業
は
５
ペ
ー
ジ
の
表

を
、
事
業
の
流
れ
は
７
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

　

こ
の
事
業
の
前
身
に
は
、「
地
域
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の
創
意
工
夫
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た

め
に
平
成
12
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
ま
ち

づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」
が
あ
り
、
平
成

16
年
度
か
ら
現
在
の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
県
内
で
17
市
町
村
25
か
所
が
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

山
梨
市
は
、
首
都
か
ら
高
速
道
路
、
鉄

道
と
も
に
約
１
時
間
30
分
の
場
所
に
位
置

し
、
県
都
甲
府
市
と
も
隣
接
す
る
と
い
う

立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
御
坂

山
塊
に
富
士
を
仰
ぎ
、
ゆ
る
や
か
に
南
面

に
傾
斜
す
る
日
当
た
り
の
よ
い
地
勢
に
も

恵
ま
れ
、
桃
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
実
栽
培

は
、
日
本
有
数
の
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
か
ら
の

夜
景
は
新
日
本
三
大
夜
景
に
選
ば
れ
、
国

宝
清
白
寺
仏
殿
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
・
文
化
資
源
が
、
市
内
に
点
在

し
て
い
ま
す
。

市
の
玄
関
、
山
梨
市
駅
を

中
心
と
し
た
再
生
計
画

整備されたＪＲ山梨市駅舎と駅前広場
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「山梨市中央地区都市　再生整備計画」の概要だ！

　

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
市
に
は
い
ろ
ん
な

要
素
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
景
観
や
施
設
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
の
後
継
者

不
足
や
高
齢
化
な
ど
も
原
因
し
、
市
の
良

さ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
必
ず
し

も
で
き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
し

た
。

　

市
で
は
、
山
梨
市
が
持
つ
魅
力
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
す
取
り
組
み
と
し
て
、
多

く
の
人
が
利
用
す
る
山
梨
市
駅
を
中
心
と

す
る
中
央
地
区
が
「
市
の
顔
」
と
な
る
重

要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。ま
ず
は
、

平
成
５
年
か
ら
駅
前
の
土
地
区
画
整
理
事

業
に
取
り
組
み
、
国
の
有
利
な
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
、
市
道
２
路
線
の
改
良
や
歩

道
の
石
張
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
、

駐
車
場
・
駐
輪
場
の
整
備
な
ど
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
事
業
「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
」
を
活
用
し
て
さ
ら
な
る
整
備
を

進
め
る
た
め
、
地
域
の
課
題
を
次
の
よ
う

に
ま
と
め
た
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
を

作
り
ま
し
た
。

課
題
１　

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
楽
し
め
る

　

滞
在
型
の
観
光
へ
移
行
す
る
た
め
に
、

　

来
訪
者
に
対
応
し
た
主
要
な
観
光
施
設

　

を
強
化
す
る

課
題
２　

多
様
な
歴
史
・
文
化
資
源
を
生

　

か
す
た
め
に
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら

　

地
域
の
歴
史
・
文
化
を
学
び
、
地
域
の

　

魅
力
を
誇
れ
る
よ
う
な
拠
点
的
な
空
間

　

を
形
成
す
る

課
題
３　

身
近
の
眺
望
、
果
樹
園
、
き
れ

　

い
な
水
路
、
石
積
み
の
壁
な
ど
魅
力
的

　

な
要
素
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
生
か

　

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

課
題
４　

区
画
整
理
に
よ
っ
て
山
梨
市
駅

　

前
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
た
め
、
駅
前
と

　

主
要
な
観
光
、
農
業
、
歴
史
・
文
化
資

　

源
な
ど
の
連
携
を
強
化
す
る

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
も
と
に
、
整
備
目
標

を
「
大
目
標
」
と
「
整
備
目
標
」
に
分
け
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
６
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

ズームアップ

　まち交こ う
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「山梨市中央地区都市　再生整備計画」の概要だ！
これがアイデア賞を受賞した

●計画期間　平成 17年～ 21 年
●面積　500 ヘクタール
●交付対象事業費
　24億 2,500 万円
●ポイント
　豊かな果樹園景観・清流・歴史を
　生かし育む桃源文化拠点づくり
●地区概要
　果樹園、国宝清白寺、文化遺産な
　どの積極的な観光、農業、歴史・
　文化資源を連携させつつ、これら
　の情報発信拠点を整備し、街中の
　にぎわいの再生を図る。
●目標
　本地区は、甲府盆地東部の豊かな
　果樹園地域にあり、地域文化・歴
　史の再発見＝「フィールドミュー
　ジアム構想」と笛吹川などの再活
　用＝「ウォーターフロント構想」
　を機軸として、地域の活性化と豊
　かなまちづくりをめざす。
●指標
　農業、歴史・文化資源の魅力を引
　き出すとともに、市民・来訪者の
　交流・情報発信の拠点を整備する
　ことによって、利用者数・満足度
　の増加を目標とした。
　区域内観光施設利用者数
　(H15)19 万人　→	(H22)21 万人
　来訪者・住民の満足度
　(H16)40％　→	 (H22)60％
　歩行環境満足度
　(H16)40％　→	 (H22)60％
●事業内容
　基幹事業（18 億 4,300 万円）
　道路（幅員 12ｍ、延長 470 ｍ）
　広場（３か所、5,090㎡）
　駐車場（２か所、2,000㎡、100 台）
　自転車駐車場（１か所、290㎡、160 台）
　遊歩道（幅員２～ 4.5 ｍ、延長 6,150 ｍ）
　地域交流センター（1か所、500㎡）
　サイン工事（８路線）
　提案事業（５億 8,200 万円）
　根津記念館（１か所、1,000㎡）
　山梨市駅舎改修（200㎡）　　
　笛吹川親水護岸（500 ｍ）　
　中核構想支援（フィールドミュー
　ジアム構想、ウォーターフロント
　構想）　他

計画の主な内容

基幹事業

道路、公園、下水道、多目的広場、地域交流センター、
土地区画整備事業、市街地再開発事業など

高齢者向け優良賃貸住宅、特定優良賃貸住宅、公営住宅、
住宅地区改良事業など

提案事業※
市町村の提案に基づく事業

各種調査や社会実験などのソフト事業

■まちづくり交付金の交付対象

まちづくりに必要な幅広い施設などが交付対象です。
※提案事業は、「基幹事業より効率的・効果的である」「経済効果がある」「住民との協働が
　得られる」などの要件に該当する場合、全事業の 28％以内で取り組むことができます。
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　まち交こ う

資
源
、
歴
史
・
文
化
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を
評
価

　

７
月
12
日
、
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
東
京
で

開
か
れ
た
「
ま
ち
交
大
賞
表
彰
式
」
に

中
村
市
長
が
出
席
し
、
高
橋
洋
二
審
査

委
員
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
ア
イ
デ
ア
賞
を
受
け
た
山
梨
市

中
央
地
区
の
計
画
で
は
、
日
本
有
数
の

果
実
生
産
が
行
な
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

歴
史
・
文
化
資
源
が
点
在
す
る
山
梨
市

の
中
心
と
な
る
こ
の
地
区
に
お
い
て
、

『
山
梨
市
固
有
の
歴
史
・
文
化
、
果
樹

景
観
を
生
か
し
育
む
、
に
ぎ
わ
い
と
集

い
の
桃
源
文
化
拠
点
づ
く
り
』
を
大
目

標
に
し
た
３
つ
の
整
備
目
標
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

構
想
な
ど
、
地
域
全
体
の
資
源
、
歴
史
・

文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。　

整
備
目
標
１

　

山
梨
市
の
魅
力
を
学
び
、導
き
、

　

伝
え
る
文
化
・
観
光
振
興
の

　

拠
点
施
設
づ
く
り

●
来
訪
者
の
入
口
、
市
民
の
生
涯
学
習
の

　

中
心
施
設
、
さ
ら
に
相
互
の
さ
ま
ざ
ま

　

な
交
流
の
場
を
形
成
す
る
た
め
、
ま
た

　

こ
れ
ら
に
供
す
る
歴
史
・
文
化
・
観
光
・

　

都
市
農
村
交
流
な
ど
に
関
わ
る
情
報
の

　

蓄
積
・
加
工
・
発
信
を
行
な
う
た
め
の

　

拠
点
施
設
を
整
備
す
る

　
　
（
仮
称
）山
梨
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
　

Ｊ
Ｒ
山
梨
市
駅
舎
改
修　

な
ど

●
観
光
お
よ
び
生
涯
学
習
の
多
様
性
を
高

　

め
る
た
め
に
、
新
た
な
観
光
拠
点
と
な

　

り
、
歴
史
・
文
化
を
体
感
で
き
る
拠
点

　

と
な
る
旧
根
津
邸
を
修
復
・
復
元
・
整

　

備
す
る

　
　

根
津
記
念
館
、
同
多
目
的
広
場
、

　
　

正
徳
寺
駐
車
場
整
備

整
備
目
標
２

　

故
郷
の
個
性
を
育
み
、
親
し
む

　

自
然
・
歴
史
・
文
化
・
観
光
資

　

源
な
ど
の
保
全
と
魅
力
の
向
上

●
主
要
な
歴
史
、
文
化
資
源
の
魅
力
を
生

　

か
す
た
め
に
、
市
民
参
加
に
よ
る
地
域

　

資
源
再
発
見
を
促
し
、
そ
れ
ら
を
保
全

　

し
つ
つ
魅
力
を
付
加
し
、
ふ
れ
あ
い
や

　

す
く
す
る
整
備
を
行
な
う

　
　

加
納
岩
桃
源
郷
の
道
他
８
路
線
の

　
　

サ
イ
ン
工
事
、

　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
・

　
　

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
構
想
と
の

　
　

連
携　

な
ど

●
特
徴
的
な
居
住
環
境
を
住
民
が
誇
り
、

　

来
訪
者
も
楽
し
む
た
め
に
、
集
落
道
な

　

ど
を
修
景
整
備
す
る

　
　

加
納
岩
桃
源
郷
の
道
の
整
備
、

　
　

古
い
家
並
み
の
道
の
整
備

【
大
目
標
】

山
梨
市
固
有
の
歴
史
・
文
化
、
果
樹
園
景
観
を
生
か
し

育
む
、
に
ぎ
わ
い
と
集
い
の
桃
源
文
化
拠
点
づ
く
り

郷土が生んだ偉人、根津嘉一郎翁ゆかりの芸術・文化の世界を観賞し、地域の歴史を
学ぼうと平成 20 年秋のオープンをめざして整備を進めている根津記念館

高橋審査委員長から表彰を受ける中村市長。
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まちづくり交付金事業の流れ

まちの課題

都市再生整備計画の立案

市町村は地域の特性を踏まえ、まちづ
くりの目標と目標を実現するために実
施する各種事業などを記載した「都市
再生整備計画」※を作成します。

交付金の交付

事業終了

市民の反応を確認
（事後評価）

国は、市町村が作成した都市再生整備
計画が都市再生基本方針に適合してい
る場合、年度ごとに交付金を交付しま
す。交付金は、最高でその事業費のお
よそ 40％となります。

交付期間終了後、市町村は目標の達成状況な
どに関する事後評価を実施し、その結果など
について公表します。

※都市再生整備計画
まちづくり交付金の交付を受けようとするとき、市町
村が作成し、国土交通大臣に提出する計画です。交付
期間、まちづくりの目標、目標の実現状況を定量化す
る指標、交付期間内に実施する事業などを記載します。

　

市
で
は
、
ま
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
共
同

で
Ｊ
Ｒ
山
梨
市
駅
の
駅
舎
を
改
修
し
ま
し

た
（
平
成
17
年
12
月
完
成
）。

　

駅
舎
に
つ
い
て
は
、
駅
前
の
「
夢
の
実

広
場
」
な
ど
の
景
観
に
合
わ
せ
、
屋
根
や

待
合
室
な
ど
の
内
外
装
を
改
修
、
駅
の
出

入
り
口
も
多
く
の
人
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
と
、
従
前
よ
り
広
く
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
鉄
道
王
」
と
し
て
全
国
に

名
を
知
ら
れ
る
ほ
か
、
教
育
・
文
化
に

も
力
を
注
ぎ
、
山
梨
市
の
名
誉
市
民
で
も

あ
る
根
津
嘉
一
郎
翁
の
生
家
を
復
元
す
る

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
課
都
市
整
備
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

　

根
津
記
念
館
に
つ
い
て

　

生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

　

☎
�
９
６
１
１

　
（
市
民
会
館
内
・
月
曜
休
館
）

整
備
目
標
３

　

山
梨
市
の
特
性
を
生
か
し
た

　

快
適
で
個
性
的
な

　

歩
行
環
境
づ
く
り

●
駅
前
拠
点
施
設
と
他
の
主
要
施
設
、
主

　

要
魅
力
資
源
を
連
絡
す
る
た
め
に
、
良

　

質
で
魅
力
的
な
道
路
を
形
成
す
る

　
　

山
梨
市
駅
東
山
梨
線
舗
装
改
良
・

　
　

電
線
類
地
中
化
、

　
　

歩
道
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ　

な
ど

●
笛
吹
川
の
景
観
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
め

　

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
歩
行
者
・
自

　

転
車
道
を
整
備
す
る

　
　

笛
吹
川
１
号
線
・
２
号
線
・
３
号
線

　
　

遊
歩
道
整
備　

な
ど

　

そ
の
ほ
か
、

　
　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入

　
　

サ
イ
ン
計
画
の
検
討
・
導
入

　
　

生
涯
学
習
や
住
民
活
動
支
援
施
策
の

　
　

検
討
・
導
入

　
　

都
市
・
農
村
交
流
の
推
進
施
策
の

　
　

検
討
・
導
入

な
ど
も
目
標
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

文
化
の
拠
点
「
根
津
記
念
館
」
の
保
存
・

改
修
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

「
根
津
記
念
館
主
屋
保
存
改
修
・
復
元
工

事
」
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

根
津
記
念
館
は
、「
す
ぐ
れ
た
歴
史
的

景
観
、
田
園
景
観
の
な
か
で
、
根
津
翁
ゆ

か
り
の
芸
術
文
化
の
世
界
を
鑑
賞
・
体
験

し
、
地
域
の
歴
史
や
山
梨
の
近
代
化
を
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
『
新
た
な
地
域
文
化
創

造
に
資
す
る
人
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
の

交
流
拠
点
』」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
平

成
20
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
、
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
長
屋
門
の
改
修
、
18

年
度
に
主
屋
の
改
修
お
よ
び
復
元
を
行
な

い
、
今
年
度
は
、
展
示
棟
の
建
設
と
庭
園

（
多
目
的
広
場
）
の
整
備
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
施
設

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
工
事
の

状
況
に
あ
わ
せ
て
建
物
を
公
開
す
る
と
と

も
に
、
広
報
誌
な
ど
で
順
次
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。　
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山
梨
市
役
所
新
庁
舎
の
整
備
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
整
備
内
容
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

■
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

東
市
有
地
の
活
用
計
画
決
定
か

ら
、
18
年
度
に
新
庁
舎
整
備
の
実
施

設
計
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
建
設
経

費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
実
施

設
計
の
内
容
を
見
直
し
、
予
算
調
整

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た

平
成
20
年
３
月
末
の
本
体
工
事
完
成

時
期
を
、
約
半
年
延
長
す
る
計
画
と

し
ま
し
た
。

■
新
庁
舎
整
備
事
業
費

　

新
庁
舎
の
整
備
費
※
１
は
、
総
額

約
15
億
８
、５
０
０
万
円
で
す
。

　

内
訳
は
「
建
築
本
体
工
事
」「
電

気
設
備
工
事
」「
機
械
設
備
工
事
」「
解

体
工
事
」「
外
構
（
駐
車
場
・
進
入

路
）
工
事
」「
植
栽
工
事
」
の
ほ
か
、

「
電
算
設
備
工
事
」「
県
市
防
災
無
線

移
設
工
事
」
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

整
備
費
は
、
有
利
な
財
源
で
あ
る

合
併
特
例
債
※
２
な
ど
を
活
用
し
整

備
を
行
な
う
た
め
、
一
般
財
源
（
市

の
持
ち
出
し
分
）
で
の
支
出
は
概
ね

７
、８
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
整
備
に
あ
た
り
経
費
節
減

の
た
め
、
さ
ら
に
事
業
費
の
抑
制
・

節
減
に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

■
新
庁
舎
に
お
け
る
面
積
の
考
え
方

　

庁
舎
を
建
設
す
る
場
合
は
、
標
準

面
積
の
算
定
基
準
に
よ
り
、
職
員
数

お
よ
び
市
議
会
議
員
数
で
算
出
し
た

床
面
積
（
事
務
室
、
倉
庫
、
会
議
室
、

玄
関
な
ど
、
議
会
関
係
）
を
新
庁
舎

の
配
置
面
積
と
し
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
以
外
の
施
設
は
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
保
健
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
つ

ど
い
の
広
場
た
っ
ち
）、
展
望
ラ
ウ

ン
ジ
、
市
民
・
団
体
と
行
政
と
の
協

働
が
図
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
配

置
す
る
計
画
で
す
。

■
行
政
機
能
の
集
約

　

現
在
、
市
役
所
に
は
23
課
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
、
15
課
が
山
梨
庁

舎
、
農
林
課
が
牧
丘
庁
舎
、
観
光
課

が
三
富
庁
舎
、
商
工
労
政
課
が
夢

わ
ー
く
山
梨
、
社
会
体
育
課
が
市
民

総
合
体
育
館
、
学
校
教
育
課
・
生
涯

学
習
課
が
市
民
会
館
、
水
道
課
が
旧

山
梨
消
防
署
、
保
健
課
の
一
部
が

保
健
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ

れ
、本
課
機
能
が
分
散
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
お
い
て
は
、
現
在
、
各

施
設
に
分
散
し
て
い
る
課
を
集
約

し
、
申
請
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
る

だ
け
庁
舎
内
で
済
む
よ
う
な
組
織
・

機
構
と
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

　

市
役
所
新
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
市
民

懇
話
会
」「
各
地
域
審
議
会
」、
議
会
関
係
施
設
に
つ
い
て
は

市
議
会
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
市
役
所
東
市
有
地
庁
舎
建

設
検
討
委
員
会
」、
ま
た
職
員
で
構
成
す
る
「
活
用
庁
内
検

討
委
員
会
」
な
ど
の
意
見
を
も
と
に
、
新
庁
舎
整
備
の
基
本

的
考
え
方
と
し
て
整
備
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

■新庁舎整備の基本的な考え方

　①市民の皆さんにとって、
　　安全で使いやすく、
　　市民と行政が交流できる庁舎整備

　②行政組織の集約による、
　　機能的で効率的な行政組織の構築

　③既存施設の有効利用による
　　財政負担の軽減

　④耐震化により、防災拠点として
　　利用可能な庁舎整備

の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
効
率
的
で
機
能
的
な
行
政
組
織

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
牧
丘
支
所
お
よ
び
三
富
支

所
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
移
転
後
も
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
な

体
制
を
整
え
て
い
く
予
定
で
す
。

■
相
談
室
の
設
置
な
ど

　

現
在
の
山
梨
庁
舎
は
、
昭
和
41
年

の
建
設
当
時
か
ら
比
べ
る
と
、
事
務

量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
職
員
数
の

増
加
、
さ
ら
に
合
併
に
よ
り
行
政
機

能
の
中
心
と
な
る
な
ど
、
手
狭
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、窓
口
業
務
で
あ
る
市
民
課
、

福
祉
事
務
所
、
保
健
課
や
税
務
課
な

ど
で
は
、
年
々
増
え
続
け
る
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
も
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

こ
の
た
め
、新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

相
談
室
を
は
じ
め
、
談
話
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

■
新
庁
舎
の
配
置
計
画
図

　

新
庁
舎
の
配
置
計
画
図
な
ど
は
、

今
後
、
市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

※
１　

新
庁
舎
整
備
費

　

用
地
代
約
８
億
３
、６
０
０
万
円
（
坪

単
価
約
６
８
、０
０
０
円
）
は
含
ま
な
い
。

※
２　

合
併
特
例
債

　

合
併
市
町
村
が
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
に
基
き
、
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
借
り
入
れ
る
こ
と

の
で
き
る
資
金
。
そ
の
後
の
元
利
償
還
金

に
対
し
て
、
地
方
交
付
税
算
入
額
が
70
％

措
置
さ
れ
る
有
利
な
起
債
。
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　■市役所新庁舎の配置計画
○東棟（２階建）
　１階　市民の利便性を考え、利用者の多い課を配置
　　　　税務課、市民課、福祉事務所、少子対策課、会計課、保健課、保健センター、
　　　　子育て支援センター（つどいの広場たっち）など
　２階　議場を中心に議会関係と議会事務局、市民・団体の協働スペースを配置

○西棟（５階建）
　１階　市民生活に関連の深い課を配置
　　　　環境課、観光課、下水道課、水道課、選挙管理委員会など
　２階　事業部門を中心に配置
　　　　商工労政課、農林課、建設課、都市計画課など
　３階　管財課と教育委員会部局（教育長室、学校教育課、生涯学習課、
　　　　社会体育課）を配置
　４階　市長室、副市長室、秘書人事課、総務課、総合政策課、
　　　　災害対策本部となる庁議室を配置
　５階　会議室や多目的に利用できる展望ラウンジなどを配置

市役所新庁舎イメージ図　西棟（５階建）、東棟（２階建）

東棟１階フロアイメージ

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課　

庁
舎
等
整
備
活
用
対
策
室

　

☎
�
１
１
１
１　
（
内
線
４
５
２
）
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１
、
ご
み
を
出
す
前
に
…
…

　

ご
み
は
大
き
く
分
け
て
可
燃
ご
み

と
不
燃
ご
み
に
分
か
れ
ま
す
。ま
た
、

不
燃
ご
み
は
さ
ら
に
「
金
物
類
」
と

「
ガ
ラ
ス
類
」「
乾
電
池
」
に
分
か
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
を
正
し
く
分
け
て
出

さ
な
い
と
、
ご
み
を
処
理
す
る
際
に

焼
却
場
の
炉
を
傷
め
、
修
理
に
多
額

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
正
し
く
分
け
て
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
停
留
所
に
ご
み
を
出
す
場
合

は
、
必
ず
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出

し
ま
し
ょ
う
（
乾
電
池
は
透
明
ビ

ニ
ー
ル
袋
で
指
定
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
）。

２
、ご
み
を
出
す
日
・
時
間
は
？

　

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
と
も
、
地

区
に
よ
っ
て
収
集
日
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

収
集
日
を
守
っ
て
ご
み
を
出
す
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご
み
を
出
す

時
間
に
も
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ご
み
を
出
す
場
合
は
、
収
集
日
当

日
の
朝
６
時
か
ら
８
時
ま
で
の
間
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
前
日
の
夜
な
ど

早
い
時
間
に
出
す
と
、
カ
ラ
ス
な
ど

の
被
害
を
受
け
、
ご
み
が
散
乱
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
８
時
以
降
は
、
停
留
所
の

ご
み
収
集
が
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
排
出
時
間

は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

守ろうごみの排出ルール
　  ～ごみ停留所編～

　

快
適
な
生
活
を
送
る
上
で
、
ご
み
の
適
正
な
処
理

は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
先
月
号
で
は
、
ご
み

の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
活
用
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
「
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
活
を
し
て
い
く
上
で
、
ど
う
し
て
も

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の（
＝
ご
み
）

も
必
ず
出
て
き
ま
す
。
今
月
は
「
ご
み
停
留
所
」
へ

の
排
出
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

きちんと分別！

指定ごみ袋で！

お住まいの地域
の収集日を、
確認してください

12

８

６

朝6時～8時
の間に出しましょう。
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３
、
可
燃
ご
み
を
出
す
場
合
の

                           

注
意
点

　

可
燃
ご
み
は
、
生
ご
み
・
ビ
ニ
ー

ル
・
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
衣
類

な
ど
で
す
。

　

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
も
の

（
布
団
・
家
具
な
ど
）
は
、
環
境
セ

ン
タ
ー
（
山
梨
地
域
）
か
、
東
山
梨

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
牧
丘
・
三
富

地
域
）
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
は
よ
く
水
を
切
る

と
と
も
に
、
袋
か
ら
水
分
が
漏
れ
な

い
よ
う
、
十
分
注
意
し
て
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
植
木
の
枝
な
ど
は
、
指

定
ご
み
袋
に
入
る
大
き
さ
の
も
の
で

あ
っ
て
も
、
太
さ
に
よ
っ
て
収
集
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
排
出
す

る
前
に
、
環
境
課
も
し
く
は
環
境
セ

ン
タ
ー
、
東
山
梨
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

４
、
不
燃
ご
み
を
出
す
場
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
点

①
金
物
類
…
缶
詰
・
ス
プ
レ
ー
缶　

　

な
ど
の
小
型
の
缶
・
金
物
類

　　

飲
料
用
の
缶
な
ど
で
も
、
汚
れ
が

取
れ
な
い
も
の
や
、
さ
び
付
い
て
い

る
も
の
な
ど
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
困

難
で
す
の
で
、
不
燃
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
必
ず
中
身

を
使
い
切
っ
て
か
ら
、
火
の
気
の
な

い
と
こ
ろ
で
缶
に
穴
を
開
け
た
上
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ガ
ラ
ス
類
…
ガ
ラ
ス
製
品
・

　
　

セ
ト
モ
ノ
・
電
球
・
蛍
光
灯

　　

汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
や
、
化
粧

品
の
び
ん
、
ほ
乳
び
ん
な
ど
は
リ
サ

イ
ク
ル
が
困
難
で
す
の
で
、
不
燃
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
は
危
険

で
す
の
で
、
袋
を
二
重
に
す
る
な
ど

十
分
注
意
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
乾
電
池

　

乾
電
池
を
排
出
す
る
際
は
、
透
明

な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
②
に
つ
い
て
、
指
定
ご
み
袋
に

　

入
ら
な
い
も
の
は
、
山
梨
市
環
境

　

セ
ン
タ
ー
（
市
内
全
域
）
へ
直
接

　

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

た
だ
し
、
小
型
の
家
電
製
品
な

　

ど
の
中
に
は
、
指
定
ご
み
袋
に
入

　

る
大
き
さ
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

　

収
集
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

排
出
す
る
前
に
、
環
境
課
ま
た
は

　

環
境
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
て
く
だ

　

さ
い
。

★
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

や
ご
み
停
留
所
は
、
ル
ー
ル

　

を
守
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ご

み
停
留
所
は
、
地
区
の
役
員
の
皆
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
管
理
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

利
用
者
全
員
が
気
持
ち
よ
く
利
用

で
き
る
よ
う
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

【問い合わせ】
環境課　生活環境担当
　☎� 1111　（内線 253）
環境センター　☎� 1555
東山梨環境衛生センター
　☎� 4014

６
、
環
境
セ
ン
タ
ー
で
扱
え
な

　

い
主
な
も
の

　
（
詳
し
く
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

◦
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
定
め
ら
れ

　

た
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、

　

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
）

◦
パ
ソ
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
モ
ニ
タ
ー

◦
自
動
車
・
バ
イ
ク

◦
タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ル
・
バ
ッ
テ
リ
ー

◦
農
業
用
資
材
（
農
機
具
・
ビ
ニ
ー

　

ル
・
農
薬
の
容
器
な
ど
）

◦
消
化
器
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ

◦
産
業
廃
棄
物
・
建
設
廃
材（
ブ
ロ
ッ

　

ク
・
レ
ン
ガ
な
ど
）

５
、
ご
み
停
留
所
は
一
般
市
民

　

の
た
め
の
施
設
で
す
！

　

ご
み
停
留
所
は
、
一
般
市
民
の
日

常
生
活
か
ら
出
る
ご
み
を
出
す
場
所

で
す
。

　

事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
ご

み
は
、
直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
む
か
、
専
門
の
業
者
に
処
理
を
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。
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食教
　

市
教
育
委
員
会
は
、
６
月
14
日
、

「
山
梨
市
版
ノ
ー
ベ
ル･

小
中
学
校

科
学
奨
励
賞
」
の
平
成
19
年
度
推
進

委
員
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
推
進

委
員
の
委
嘱
や
審
査
対
象
、
応
募
方

法
な
ど
の
実
施
要
項
を
協
議
し
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に
日

常
生
活
の
中
で
小
さ
い
と
き
か
ら
物

事
に
つ
い
て
自
ら
考
え
発
見
し
よ
う

と
す
る
「
科
学
す
る
心
」
を
育
て
よ

う
と
、
平
成
16
年
か
ら
始
め
た
も
の

で
す
。
地
球
環
境
に
や
さ
し
く
限
ら

れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
基
礎

を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
科
学
と

ふ
れ
あ
い
、
興
味
・
関
心
を
示
す
よ

う
奨
励
賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
内
に
在
住
す
る
小
・
中
学

生(

個
人
、
団
体
を
問
わ
ず)

を
対

象
に
作
品
を
募
り
、
優
秀
作
品
は
、

市長から委嘱状を受け取る推進委員。

山梨市駅前で、通勤・通学途中の人
に啓発活動。

山
梨
市
版
ノ
ー
ベ
ル

19
年
度
推
進
委
員
会
を
開
催

来
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、発
表
・

表
彰
す
る
予
定
で
す
。

●
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
�
５
３
５
５

食食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
食
生
活
の

見
直
し
を
呼
び
か
け

　

食
育
月
間
の
６
月
、
市
と
市
食
育

推
進
会
議
お
よ
び
関
東
農
政
局
山
梨

農
政
事
務
所
で
は
、
19
日
の
「
食
育

の
日
」
に
あ
わ
せ
、
食
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
食
生
活

を
見
直
し
て
も
ら
う
た
め
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

早
朝
、
午
前
７
時
30
分
か
ら
は
、

山
梨
市
駅
前
で
食
育
に
つ
い
て
の
チ

ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

を
配
り
、
通
勤
通
学
で
行
き
交
う
人

た
ち
に
啓
発
活
動
を
実
施
。
お
昼
に

は
、
市
内
ス
ー
パ
ー
で
、「
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
使
っ
た
栄
養
士

に
よ
る
食
生
活
の
相
談
会
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
買
い
物
で
ス
ー
パ
ー
を

訪
れ
た
人
々
が
立
ち
寄
り
、
実
際
に

自
分
が
食
べ
た
食
事
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
た

り
、
栄
養
士
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

●
保
健
課
保
健
指
導
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
４
１
５
）

文
文
化
財
審
議
会
委
員
を

委
嘱

　

市
教
育
委
員
会
は
、
６
月
23
日
に

山
梨
市
文
化
財
審
議
会
委
員
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　

文
化
財
審
議
委
員
は
、
古
文
書
、

史
跡
、
美
術
工
芸
、
建
造
物
、
植
物

な
ど
各
専
門
分
野
の
有
識
者
か
ら
選

出
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
職
務
は
、
教
育
委
員
会
の
諮

問
に
応
じ
て
、
文
化
財
の
保
存
お
よ

び
活
用
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
、調
査
審
議
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

●
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

☎
�
９
６
１
１

職 氏　　名 分　野

会　長 秋山　敬
たかし

古文書

職務代理 萩原　三
みつお

雄 史　跡

委　員 鈴木　麻里子 美術工芸

委　員 矢野　昭
あきひろ

洋 建造物

委　員 植原　彰 植　物

■山梨市文化財審議会委員

　（順不同、敬称略）

　

７
月
４
日
、
東
京
都
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催
さ

れ
た
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
総
会
」
に
お
い

て
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
・
ス
テ
ア
リ
ン

グ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
大
井
玄げ
ん

委
員
長
か

ら
中
村
市
長
に
認
定
証
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
（
写
真
は
24
ペ
ー
ジ
）。

　

山
梨
市
は
、
今
年
３
月
22
日
に
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
笛
吹
源
流
百
果

の
郷
三
富
川
浦
西
沢
渓
谷
」
と
し
て

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

山
梨
市
を
含
め
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
県
ま
で
第
２
期
認
定
セ
ラ

ピ
ー
基
地
・
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
と
し

て
認
定
を
受
け
た
全
国
11
か
所
に
認

定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
は
、
森
林
浴

の
効
果
を
研
究
機
関
が
行
な
う
生
理

実
験
を
基
に
、
生
理
的
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
を
も
た
ら
す
森
林
環
境
や
滞

在
施
設
な
ど
が
優
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
た
地
域
の
み
が
認
定
を
受
け
る

も
の
で
、
県
内
で
は
山
梨
市
が
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
西
沢
渓
谷
を
中
心
と
し

た
地
域
の
自
然
、
温
泉
、
文
化
、
食

材
を
活
用
し
た「
森
林
散
策
」や「
滞

森
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

認
定
証
を
受
け
ま
し
た

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
証
と
な
る

木
製
の
認
定
証

　

市
の
新
し
い
監
査
委
員
と
し

て
、
坂
本
勝
明
さ
ん
（
有
識
者
選

出
）、
佐
藤
勇
さ
ん
（
議
会
選
出
）

が
就
任
し
ま
し
た
。
代
表
監
査
委

員
は
、
坂
本
さ
ん
が
務
め
ま
す
。

　

監
査
委
員
は
予
算
の
執
行
、
収

入
、
支
出
、
契
約
、
財
産
管
理
な

ど
の
財
務
に
関
す
る
事
務
お
よ
び

経
営
に
関
わ
る
事
業
の
管
理
が
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
な
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
行
政
運
営
全
般
に
つ

い
て
の
監
査
を
行
な
い
ま
す
。

　

市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
、

人
格
が
高
潔
で
、
普
通
地
方
公
共

団
体
の
財
務
管
理
、
事
業
の
経
営

管
理
そ
の
他
行
政
運
営
に
関
し
優

れ
た
識
見
を
有
す
る
者
お
よ
び
議

員
の
う
ち
か
ら
選
任
し
ま
す
。

●
監
査
委
員
会
事
務
局

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

監
査
委
員
紹
介
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♥♥♥善意をありがとう♥♥♥

　

市
は
、
６
月
29
日
、
夢
わ
ー
く
山

梨
に
お
い
て
、
山
梨
市
消
費
生
活
相

談
員
の
委
嘱
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
相
談
員
は
、
地
域
に
お

い
て
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
啓
発
活
動
を
行
な
う
と
と

も
に
、
消
費
者
の
身
近
な
相
談
役
を

担
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
平
成
19
・

20
年
度
の
相
談
員
と
な
る
25
人
が
委

嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

委
嘱
式
の
後
は
、
県
民
生
活
セ
ン

タ
ー
の
堀
川
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
や
最
近
の
県

へ
の
相
談
や
苦
情
に
つ
い
て
の
事
例

を
挙
げ
た
勉
強
会
を
行
な
い
ま
し

た
。
相
談
員
ら
は
身
近
な
内
容
だ
け

に
、
み
な
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

消
費
者
生
活
に
関
し
て
、
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
行
政
に
対
す
る

要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
地

区
の
相
談
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
商
工
労
政
課　

☎
�
３
１
１
１市長から委嘱状を受け取る相談員。

▼社会福祉資金として
　萩原　　満　　様（大野）…………150,000円
　飯島　　徹　　様（東京都町田市）	200,000円

▼福祉事務所（八幡保育所）へ
　福間　　修　　様（北）……電子ピアノ　１台

▼学校教育課（学校図書館）へ
　後生会代表　日原　邦臣　様（三ヶ所）
　　　　　　……………… 児童用図書　11冊

▼生涯学習課（市立図書館）へ
　今村　誠也　様（三富下釜口）
　　　　　　…………………………絵本　１冊

消
消
費
生
活
相
談
員
を

委
嘱

■平成 19 年度山梨市消費生活相談員
地 区 氏　　名 住　所 電話番号

加納岩

◎　仲澤　早苗 大　野 � 7057
三澤みどり 下神内川 � 0671
三科　益人 上神内川 � 0040
山崎　夏美 上石森 � 3165

日下部

平柳登美子 小原西 � 5760
鷹埜久美子 小原西 � 6826

●　正岡　芳子※ 小原西 � 2348
古屋理恵子 小原東 � 0030

八　幡
丸山まり子 市　川 � 4513
古屋佐百合 市　川 � 3480

山　梨
佐藤　雅子 万　力 � 9140
中村　民子 落　合 � 2977
宮本まなぶ 上岩下 � 2983

日　川
神戸　榮子 歌　田 � 0724

●　飯島　由己※ 一町田中 � 1908

後屋敷
中島きよ子 鴨居寺 � 1800
高石美佐江 三ヶ所 � 2738

岩　手
内田　計子 東 � 6590
鈴木　苑子 西 � 5821
後藤　利子 西 � 4592

牧　丘
大村　政子 倉　科 � 2498
戸田登志美 西保中 � 2390
向山ひろみ 隼 � 3987

三　富
名取きみよ 徳　和 � 2454
日原とみ子 上釜口 � 2550

◎会長　●副会長　　　　　　( 順不同・敬称略 )
※正岡芳子さん・飯島由己さんは、山梨県消費
　生活相談員（任期 1年）も兼ねています。

都
山
梨
市
駅
前
土
地
区
画

整
理
審
議
会
を
開
催

　

市
は
、
７
月
３
日
、
都
市
計
画
課

駅
前
事
務
所
に
お
い
て
、
山
梨
市
駅

前
土
地
区
画
整
理
審
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
審
議
会
で
は
、
事
務
局
か

ら
委
員
に
「
事
業
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
な
い
権
利
者
に
対
し
、
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
事
業
期
間
内
で
完
了

さ
せ
る
た
め
に
は
、
施
行
者
で
あ
る

山
梨
市
が
移
転
工
事
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
報
告
し
、

委
員
の
理
解
と
協
力
を
得
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で

の
事
業
実
施
に
対
し
、
さ
ら
な
る
関

係
者
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
早

期
の
事
業
完
成
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。

●
都
市
計
画
課
区
画
整
理
担
当

☎
�
３
０
５
１

慎重な審議が行なわれました。

　

峡
東
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
７
月
９
日
、
杣
口
浄
水
場
会
議

室
に
お
い
て
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

供
用
開
始
と
な
る
杣
口
浄
水
場
運
転

管
理
業
務
の
業
者
選
定
審
査
委
員
会

委
員
９
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
会
の
役
割
は
、
運
転
管

理
業
務
の
効
率
性
と
経
費
削
減
を
目

的
に
民
間
業
者
が
提
出
す
る
技
術
提

案
書
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
の
審
査
を

行
な
い
、
企
業
団
に
と
っ
て
も
っ
と

も
優
れ
た
技
術
力
や
価
格
を
持
つ
者

の
選
定
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
、
委
嘱
状
の
交
付
と
委
員

長
選
出
後
、
第
１
回
審
査
委
員
会
を

開
催
し
、
審
査
日
程
な
ど
の
協
議
を

行
な
い
ま
し
た
。

企
業
者
選
定
審
査
委
員
会

委
員
を
委
嘱

在
型
観
光
」
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、
県
内
外
の
み

な
さ
ん
が「
心
の
健
康
」「
体
の
健
康
」

を
求
め
て
訪
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

●
観
光
課
観
光
施
設
担
当

☎
�
２
１
２
１
（
内
線
３
１
９
）

●
峡
東
地
域
広
域
水
道
企
業
団

☎
�
４
３
９
１
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■職員採用試験
　

市
で
は
、
平
成
20
年
４
月
に
採
用

す
る
職
員
の
採
用
試
験
を
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

１
、
試
験
区
分
・
職
種
・

　

採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格	

【
上
級
・
事
務
】
若
干
名	

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
上
級
・
社
会
福
祉
士
】
若
干
名

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　

で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

　

る
者
ま
た
は
平
成
20
年
３
月
31
日

　

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

【
上
級
・
保
健
師
】
若
干
名

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　

で
、
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
者

　

ま
た
は
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

　

に
取
得
見
込
み
の
者

【
上
級
・
土
木
】
若
干
名	

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

※
事
務
・
土
木
の
試
験
職
種
受
験
者

　

は
、
行
政
事
務
・
土
木
に
関
係
す

　

る
資
格
を
有
す
る
者
（
見
込
み
の

　

者
を
含
む
）
が
望
ま
し
い
。

　
（
資
格
に
つ
い
て
は
、
秘
書
人
事

　

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
市
職
員
と
し
て
採
用
後
、
山
梨
市

　

内
に
居
住
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

※
次
の
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　

る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。	

　

◦
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　

◦
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

　
　

人

　

◦
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
　

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た

　
　

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

　
　

な
く
な
る
ま
で
の
者

　

◦
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

　
　

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は

　
　

そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

　
　

力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

　
　

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

　
　

し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た

　
　

者	
	

２
、
試
験
日
・
試
験
会
場	

	

【
第
１
次
試
験
】

　

平
成
19
年
９
月
16
日
㈰	

	

　

山
梨
市
役
所
（
小
原
西
９
５
５
）	

　

受
付
：
午
前
８
時
30
分
～
９
時

【
第
２
次
試
験
】	
	

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
。

３
、
試
験
科
目	

	
	

【
第
１
次
試
験
】

　

<

全
職
種>

　

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・

　

事
務
適
正
検
査･

小
論
文

【
第
２
次
試
験
】

　

<

全
職
種>

　

小
論
文
・
個
人
面
接	

	
	

	
	

４
、
試
験
方
法	

	
	

【
第
１
次
試
験
】

　

<
教
養
試
験>

　

択
一
式

　

公
務
員
に
必
要
な
一
般
知
識
に
つ

　

い
て
大
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験	

　

<

専
門
試
験>
　

択
一
式　

　

職
務
遂
行
に
必
要
な
専
門
知
識
に

　

つ
い
て
大
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試

　

験	
	

　

　

<

事
務
適
正
検
査>

　

職
員
と
し
て
の
適
応
性
を
正
確
さ
、

　

迅
速
さ
な
ど
の
作
業
能
力
面
か
ら

　

検
査

平
成
19
年
度
山
梨
市
職
員

採
用
資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す
！

【受験申込書請求・提出先　各種問い合わせ】
〒 405-8501（住所不要）　山梨市役所　秘書人事課人事担当　
☎� 1111（内線 212）　ＦＡＸ� 2800
ホームページアドレス　http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp
Ｅメール　info@city.yamanashi.lg.jp
※メールの題名は、「採用試験問い合わせ」と記入してください。

広報やまなし　2007.8-14

求む！
若い力
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■職員採用試験
　

<

小
論
文>

	
	

　

出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
の

　

文
章
に
よ
る
表
現
力
な
ど
の
試
験

【
第
２
次
試
験
】

　

<

小
論
文>

	
	

　

出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
の

　

文
章
に
よ
る
表
現
力
な
ど
の
試
験

　

<

面
接>

　

公
務
員
と
し
て
の
資
質
、
適
性
お

　

よ
び
人
柄
な
ど
を
見
る
た
め
の
個

　

別
面
接	

	
	

	
	

５
、
受
験
手
続	

	
	

【
提
出
書
類
】

　

①
試
験
申
込
書
・
受
験
票

　

②
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま
た

　
　

は
卒
業
見
込
証
明
書	

	

　

③
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書	

　

④
資
格
・
免
許
証
明
書
の
写
し

　
　
（
社
会
福
祉
士
・
保
健
師
）

※
④
は
見
込
み
者
は
除
き
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
を

　

す
る
受
験
者
は
、
②
③
④
の
書
類

　

は
受
験
当
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。	

※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
は
、

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

　

◦
健
康
診
断
書

【
申
込
受
付
期
間
】

　

８
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮　
　
　

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）	

	

　

<

受
付
時
間>

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
、
８
月
17
日
㈮
ま
で

　

の
消
印
に
限
り
、受
け
付
け
ま
す
。

<

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

　

受
付
期
間>

　

８
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮	

	

【
申
込
方
法
】

　

山
梨
市
役
所
秘
書
人
事
課
人
事
担

当
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書
し
、
必
ず

書
留
郵
便
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

申
し
込
む
場
合	

　

　
「
や
ま
な
し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ

　

ル
サ
イ
ト
」
に
よ
り
行
な
う
こ
と

　

が
で
き
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、
山
梨
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
試
験
申
込
書
・
受
験
票
を
郵
便
で

　

請
求
す
る
場
合

　

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
資
格
試

　

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、

　

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

　

記
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判
の
入

　

る
大
き
さ
）
を
必
ず
同
封
し
て
く

　

だ
さ
い
。	

※
試
験
申
込
書
・
受
験
票
は
、
山
梨

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
受
験
票
の
交
付
】

　

受
験
票
は
、
９
月
５
日
㈬
頃
ま
で

に
到
着
す
る
よ
う
郵
送
ま
た
は
送
信

し
ま
す
。
受
験
票
が
到
着
し
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し

て
、
延
長
保
育
や
特
定
保
育
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
行
な
う
に
は
、
児
童
福
祉
最
低
基

準
に
よ
り
、
保
育
士
の
人
数
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
育
士
の
資
格
を
持
っ

て
お
り
、「
機
会
が
あ
れ
ば
保
育
士
と

し
て
仕
事
を
し
た
い
」
と
い
う
人
に
事

前
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

【
登
録
方
法
】

　

所
定
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
電
話
番
号
を
記
入
し
、
福
祉
事
務

所
児
童
福
祉
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
）。

　

登
録
順
に
番
号
※
を
付
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
保
育
士
が
必
要
と
な
っ
た
と

き
は
、
登
録
順
に
連
絡
を
し
、
条
件
が

合
っ
た
場
合
、
勤
務
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
登
録
番
号
で
、
採
用
予
定
状
況
な
ど

　

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】

　

延
長
保
育
の
場
合
は
、
夕
方
か
ら
勤

務
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

賃
金
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　就労希望保育士の登録をお願いします

【問い合わせ】
福祉事務所児童福祉担当

（１階５番窓口）
☎� 1111（内線 162、163）

　　　　ご利用ください！
食事バランス体験コーナー

　市では、食生活バランスを簡単にチェックする
ことのできる「食事バランス体験」コーナーを、
市役所１階市民ホールに設置しました。
　これは、６月の食育キャンペーンで利用しても
らったところ、市民のみなさんに非常に評判がよ
かったことから、取り入れたものです。
　利用方法はとても簡単で、だれでも気軽に現在
の食事のバランスがわかります。この機会にぜひ
「あなたの食生活」をチェックしてみましょう。
【問い合わせ】
保健課保健指導担当　☎� 1111（内線 415）　

パソコンを使い、日頃の食生活をチェック（食育キャンペーン）
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2007. ６～７
まちのわだい

　６月 16、17日の両日、万力公園で
「第 12 回万葉うたまつり」が開催さ
れました。
　初日は、岩手小学校の児童による太
鼓の演奏に続き、総合開会式が始まり
ました。
　芝生広場に設けたステージでは、

16 日夕方からメインイベントの万葉
歌朗唱の会が行なわれ、万葉風にアレ
ンジした衣装に身を包んだ参加者がそ
れぞれの口調で万葉歌を詠んでいまし
た。また、市内中・高等学校吹奏楽部
と市民吹奏楽団による森の音楽会、市
文化協会邦楽部による琴や尺八などの

邦楽演奏会、太鼓演奏などが行なわれ、
森の中にさまざまな歌声や音色が響き
渡りました。
　このほか、飲食店街やちびっこ広場、
お茶会、フリーマーケットなどの会場
も、両日とも終日賑わいを見せていま
した。　

　６月 14日、牧丘第一小学校で、山
梨県峡東建設事務所による「みんなで
防ごう土砂災害」移動教室が行なわれ
ました。この講座は、土砂災害防止月
間とあわせて行なっているものです。
　当日はあいにくの雨模様で、実際の
砂防見学は中止となりましたが、教室
で土砂災害と砂防の働きをビデオで勉
強し、模型を使って砂防の働きをわか
りやすく学びました。
　その後、理科室に移動し、簡易雨量
計を作りました。
　児童たちは「土砂災害の怖さや、砂
防の働きがよくわかりました」と感想
を述べていました。

　６月 15日、後屋敷小学校において
食育推進ネットワークによる食育月間
の取り組み「しょうゆ博士による出前
授業～しょうゆの出来るまでの体験学
習」が行なわれました。
　この授業には、５年生が参加し、しょ
うゆ博士（テンヨ株式会社　佐野芳仁
さん）から、しょうゆのできるまで
を、楽しくわかりやすく説明を受けま
した。
　普段身近にあるしょうゆが題材とい
うこともあり、児童たちは興味津々、
大豆からしょうゆになるまでの段階で
ある「諸

もろみ

味」を味見したり、しょうゆ
と同塩分の塩水と、しょっぱさの感じ
方の違いなどを実際に体験しました。

晴天に恵まれた、第12回万葉うたまつり

ビー玉を土砂に見立てた模型での土石流実験

恒例の万葉歌朗唱のようす

砂防の働きを学びました

しょうゆができるまで

メインステージで吹奏楽演奏

しょうゆで実験しているようす
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元オリンピック代表、日本代表選手と夢の対戦

　６月 17 日「宝くじスポーツフェ
アはつらつママさんバレーボール in 
Yamanashi」が開催されました。
　この日は、山梨県出身で東京オリン
ピック金メダリストの河西昌枝さんや
元日本代表の大林素子さん、中田久美
さんら層々たるメンバーで結成された
「ドリームチーム」が登場。午前は、

スター選手らによるバレーボール教室
が行なわれ、目の前で指導するプロプ
レーヤーの姿に、ママさんたちの目は
とても輝いていました。
　午後からは、「ドリームチーム」と
市内ママさんバレー選抜チームとの親
善試合が行なわれました。
　憧れの選手を相手にママさんたちも

大健闘、スパイクを決め点を奪ったと
きには、会場から大歓声があがりまし
た。ドリームチームも手抜きなしで向
かってきました。結果はドーリムチー
ムの３戦全勝でした。
　敢闘賞には、この日一番得点を挙げ
た山梨クラブの佐野渚さんが選ばれ、
記念品が贈られました。

　６月 24 日、「住宅デー」の奉仕活
動が行なわれました。この活動は、毎
年 6月 25 日を全国一斉「住宅デー」
と定め、公共施設の修繕など奉仕作業
を行なうもので、山梨市では山梨市建
築工事業組合のみなさんが実施してい
ます。
　この日は、恒例の包丁研ぎのほか、
公共施設の修繕として、窪平保育所・
三富保育所の修繕を行ないました。
　窪平保育所では、重くて動かなく
なった扉や穴の開いたフロアの修理、
園児が手の届かなかった水道の改修、
渡り廊下の雨よけの設置などを実施。
使いやすくなった施設に、保育所関係
者から感謝の声が寄せられました。

　７月８日、山梨市と山梨市フルーツ
パーク株式会社では、「山梨市農地い
きいき特区事業」の一環として、市
民農園「夢ファーム」で農業体験学習
「ジャガイモ掘り」を行ないました。
　この体験学習には、加納岩小学校と
岩手小学校の児童と保護者、山梨市
出身の冒険家風間深志さんが主宰する
「地球元気村」から合わせて約 80 人
が参加。次々と出てくるジャガイモに
子どもたちは、大はしゃぎで土を掘っ
ていました。
　収穫後は、取れたて新鮮のジャガイ
モを使ったじゃがバターと肉じゃが、
ポテトサラダをみんなでおいしく食べ
ました。

　６月 18 日、第 43 回山梨県消防団
員操法大会に出場する選手の結団式
が、山梨北中学校グラウンドで行なわ
れました。
　今年度は、日下部分団が東山梨支部
の代表としてポンプ車操法の部に出場
します。
　選手を代表して第４部班長、相原愛
紀さんが「大会に向けての練習に全力
で臨み、山梨市消防団の名に恥じない
立派な成績を残し、山梨市に帰ってき
ます」と大会に対する決意を宣誓しま
した。
　日下部分団のみなさんは、９月９日
の大会まで、優勝をめざして練習に励
みます。

市長の激励を受ける選手たち

操法訓練大会結団式ジャガイモ掘り体験「住宅デー」奉仕活動

地元開催の喜びを語る河西昌枝さんとドリームチームのメンバードリームチームのスパイクにはブロック3枚で対抗！

晴天の農園でジャガイモ掘り窪平保育所で奉仕作業をするようす

まちのわだい
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「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
都
市
農
村
交
流
支

援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
任
意
団
体
と
し
て
８
年
前

か
ら
東
京
都
、
神
奈
川
県
を
中
心
と
し
た
都
市

住
民
と
、
市
内
七
日
市
場
の
農
家
が
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
果
樹
栽
培
や
、
自
然
の
中
で
の
野

外
活
動
を
通
じ
て
都
市
住
民
と
の
交
流
を
行

な
っ
て
き
た
こ
と
が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
峡
東
地
域
に
お
い
て
、
都
市
生
活
者
と

農
山
村
で
暮
ら
す
人
々
を
対
象
に
、
都
市
と
農

村
の
交
流
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」、
地
域
の
活
性
化
を
事
業
の
テ
ー
マ

と
し
て
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
少
な

く
、
平
成
18
年
８
月
に
山
梨
県
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
認
証
を
得
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
、
副
理
事
長
の
古
屋
雅
夫
さ

ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　
「
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
イ
モ
掘
り
体
験

な
ど
の
農
業
体
験
、
食
文
化
の
『
ほ
う
と
う
』

作
り
な
ど
の
食
文
化
紹
介
、
華
す
み
焼
き
※
と

燻く
ん
せ
い製

作
り
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
体
験
型
の
事
業
を

中
心
に
組
み
立
て
、
年
間
８
事
業
ほ
ど
行
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
都
市
住
民

と
地
元
住
民
と
の
交
流
を
目
的
に
、
山
梨
市
の

魅
力
と
農
業
・
文
化
へ
の
理
解
に
つ
な
げ
る
も

の
で
、
地
域
の
活
性
化
へ
の
有
効
な
手
段
だ
と

私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
」

　

最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
記
事
と
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
単
語
を
よ
く
目
に

し
ま
が
、
ど
の
よ
う
な
団
体
、
組
織

で
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
意
味
を

持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
だ
ま
だ
一
般

的
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。

　

今
月
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
で
山
梨
市

内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
紹
介

し
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
に
は
約
２
６
０
団
体

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
立
さ
れ
て
お

り
、
市
内
に
は
９
団
体
の
法
人
が
あ

り
ま
す
。　

　

第
１
回
目
は
「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
都
市
農
村
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。　

　「事業を通して、いろいろな
交流をしながら、山梨市の魅力
を発見してもらいたい」と語る
副理事長の古屋雅夫さん。

　「イモ掘り体験」のために
苗を植える作業をしているよ
うす。準備も大変です。

　「地元の人が気付いていない
山梨市の良さを発見してもら
い、県内外の人に「山梨市」の
魅力を知ってもらえるようにが
んばっています」と力強く話す、
理事長の長尾公明さん。

山
梨
市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
紹
介
し
ま
す

NPO とは
　ＮＰＯは Non（Not-for） Profit Organization（ノン・プロ
フィット・オーガニゼーション）の略で、Non は「非」、 Profit は「営
利（利益を目的とした）」、 Organization は「団体」で、訳すと「非
営利団体」となります。主に狭い意味において「市民活動を行な
う団体」を指していることが多く、一般的にはボランティア活動
をはじめとした社会貢献活動を地域で行なっている団体と思われ
ることが多いと思います。
　しかし、規模や共益性などにそれぞれ違いはありますが、大き
な意味では、財団法人、社団法人、学校法人、社会福祉法人、ボ
ランティア団体、消費生活協同組合、特定非営利活動法人等の団
体や組織すべてが、「ＮＰＯ」に含まれます。

シリーズ

Ｖ
ｏ
ｌ
．
１



広報やまなし　2007.8-19

【問い合わせ】

特定非営利活動法人 都市農村交流支援センター

事務所

〒 405-0007　山梨市七日市場 356

☎� 0101　ＦＡＸ� 1700

ホームページ　http://npo.fruits21.net

　

ま
た
、
理
事
長
・
長
尾
公
明
さ
ん
の
言
葉
に

も
活
動
２
年
目
の
自
信
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
特
性（
ブ
ラ
ン
ド
）と
い
っ
て
も『
山

梨
市
っ
て
何
？
』
と
聞
か
れ
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
均
等
に
揃
っ
て
い
て
、
あ
る
意
味

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
。
県
内
の
他
市
町
村
と
比
べ

て
、『
こ
れ
で
す
！
』
と
言
い
切
れ
る
も
の
が

少
な
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
市
内
の
ワ
イ
ン
や

生
食
用
の
ぶ
ど
う
、
桃
な
ど
、
み
な
さ
ん
す
ご

く
が
ん
ば
っ
て
作
っ
て
い
る
し
、
山
梨
市
内
の

ワ
イ
ン
で
、
店
頭
で
は
入
手
困
難
な
く
ら
い
人

気
が
あ
る
品
も
あ
り
、
地
元
の
人
が
ま
だ
ま
だ

自
分
の
地
域
の
良
さ
を
発
見
し
て
い
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
地
元
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引

き
出
し
、
県
内
外
の
人
た
ち
に
山
梨
市
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
か
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
よ
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
『
今
後
も
、
活
動
を
と
お
し
て
多
く
の
人
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

特
性
を
生
か
し
、
行
政
側
で
は
難
し
い
個
々
の

要
望
に
合
わ
せ
た
事
業
を
考
え
、
山
梨
市
の
豊

か
な
自
然
と
伝
統
、
そ
れ
か
ら
農
業
と
い
う
山

梨
市
の
基
幹
産
業
を
道
具
に
、
多
く
の
都
会
の

人
々
と
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
と
新
た
な
農
業
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
積
極
的
に
活
動
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
」
と
副
理
事
長
の
手
島
宏
之

さ
ん
か
ら
も
、
強
い
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、市
民
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

参
加
へ
の
引
き
金
役
と
し
て
、
積
極
的
な
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

都
市
農
村
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

【活動の目的】　
　都市生活者と農山村で暮らす人々を
対象に、相互の交流を積極的に推進す
るとともに「魅力ある農山村の構築」
に貢献するなど地域社会の振興と、「豊
かな自然を生かしたまちづくり」や「地
域活性化の推進事業」を行なっていま
す。自然と調和のとれた「真の豊かさ」
を実感でき、うるおいのある社会の実
現に貢献することを目的としています。

　「『ＮＰＯ法人の活動を
行なっています』と話し
をしても、分かってくれ
る人は少ないですね」と
語る副理事長の手島宏之
さん。

　「イモ掘り体験」の
ようす。都市住民の人
たちと交流を深めなが
ら、作業しました。
　取れたイモはその場
で焼き芋にして、みん
なでおいしく食べまし
た。

※華すみ焼き
　松ぼっくりなどを炭に焼いたもの。観賞用として楽しむ。
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人人
気になる

　

地
域
の
水
質
保
全
と
環
境
美
化
に
著
し

い
功
績
の
あ
っ
た
小
学
生
の
活
動
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
第
20
回
環
境
美
化
功
労
表
彰

「
地
球
ピ
カ
ピ
カ
大
賞
」
を
、
八
幡
小
学

校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
「
さ

く
ら
座
」
が
受
賞
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
日
本
石
鹸
洗
剤
工
業
会
が

主
催
し
、
環
境
省
が
後
援
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
「
さ
く
ら
座
」
を
含
む
全

国
で
11
の
団
体
の
活
動
が
表
彰
の
対
象
と

な
っ
た
。
山
梨
県
内
で
の
受
賞
は
15
年
ぶ

り
の
こ
と
と
な
る
。

　
「
さ
く
ら
座
」
の
子
ど
も
た
ち
の
住
む

八
幡
地
区
に
は
、「
西に
し
ぶ
せ
ぎ

保
堰
」
と
呼
ば
れ

る
堰
が
あ
る
。
こ
の
堰
は
、
牧
丘
町
の
西

保
地
区
か
ら
水
を
引
い
て
い
る
も
の
で
、

市
内
で
も
特
に
水
が
貴
重
な
こ
の
地
域
で

は
、
こ
の
堰
が
地
域
の
生
活
を
支
え
て
き

た
。

　

４
年
生
の
授
業
で
西
保
堰
を
歩
き
、
こ

の
水
が
地
域
の
果
実
栽
培
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
学
ん
だ
メ
ン
バ
ー
が
、
堰
の
歴
史

に
興
味
を
持
ち
、
地
域
の
高
齢
者
を
招
い

て
３
０
０
年
前
の
生
活
用
水
や
農
業
用
水

に
つ
い
て
勉
強
、
自
ら
物
語
を
作
っ
た
。

そ
れ
が
、紙
芝
居
「
あ
り
が
と
う
西
保
堰
」

で
あ
る
。

　

こ
の
紙
芝
居
の
上
映
を
通
じ
て
河
川
美

化
や
地
域
の
歴
史
、
水
の
文
化
遺
産
、
そ

し
て
水
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
自
ら
も
市
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

し
、
美
化
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
さ
く
ら
座
」
の
誕
生
は
今
か
ら
20
年

前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
の
監
督
を
し
て
い
た
古
屋
由
美
子
さ

ん
が
、
メ
ン
バ
ー
の
子
ど
も
の
子
守
を
始

め
た
の
が
始
ま
り
だ
。「
最
初
は
絵
本
を

子
ど
も
た
ち
に
読
ま
せ
た
り
、
絵
を
描
い

た
り
し
て
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
子
ど
も

た
ち
が
描
い
た
絵
を
並
べ
た
ら
紙
芝
居
の

よ
う
に
見
え
た
ん
で
す
よ
。そ
し
た
ら『
お

ば
ち
ゃ
ん
、
紙
芝
居
作
ろ
う
よ
』
と
言
わ

れ
て
。
昔
話
の
「
か
さ
地
蔵
」
を
題
材
に

し
て
み
ん
な
で
作
っ
て
み
た
の
が
始
ま
り

第
20
回
環
境
美
化
功
労
表
彰
「
地
球
ピ
カ
ピ
カ
大
賞
」
を
受
賞

大
型
紙
芝
居
の
上
演
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
な
う
小
学
生
グ
ル
ー
プ

さ
く
ら
座
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で
す
」と
古
屋
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　

初
舞
台
は
平
成
２
年
、
晴
風
園
で
。
と

て
も
好
評
だ
っ
た
こ
と
と
、
大
歓
迎
さ
れ

た
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
に
「
ゼ
ッ
タ
イ
続

け
よ
う
よ
！
」い
う
意
識
を
植
え
つ
け
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
、だ
れ
か
が
気
に
入
っ

た
本
を
み
ん
な
で
回
し
読
み
し
た
り
、
気

に
な
る
人
に
会
っ
て
話
を
聴
い
た
り
、
自

主
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
そ
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な

い
」
と
い
う
古
屋
さ
ん
。
平
成
元
年
か
ら

始
め
た
活
動
は
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
20
年

を
迎
え
る
。
卒
業
生
は
60
人
を
超
え
た
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小
学
生
15
人
と

中
学
１
年
生
２
人
の
計
17
人
。そ
の
ほ
か
、

中
学
・
高
校
に
進
学
し
た
後
も
、
部
活
動

の
合
間
を
縫
っ
て
顔
を
出
す
。
子
ど
も
た

ち
は
「
学
校
に
も
家
に
も
な
い
『
さ
く
ら

座
』
の
空
気
が
好
き
。
こ
こ
に
来
る
の
は

学
校
よ
り
も
楽
し
み
」
と
語
り
、
古
屋
さ

ん
の
自
宅
に
集
ま
る
。

　

８
月
９
日
に
は
、
20
周
年
を
記
念
し
て

市
民
会
館
で
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
合

同
で
「
梅
原
司
平
さ
ん
の
歌
と
さ
く
ら
座

の
大
型
こ
ど
も
紙
芝
居
公
演
の
夕
べ
」
を

開
催
す
る
。
現
在
、
子
ど
も
た
ち
は
本
番

に
向
け
て
、
猛
練
習
中
だ
。　

７月８日、甲府市教職員組合主催の第 26 回「甲府空襲　戦争と平和・環境展」で、長崎原爆の被害にあって命を落とした
２人の少女が主人公となる『ふり袖の少女』を熱演した「さくら座」のみなさん。８月９日には、市民会館で市ボランティ
ア協会と合同で「梅原司平さんの歌とさくら座の大型こども紙芝居公演の夕べ」を開催する（詳細は 26 ページ）。

「水も戦争も命に関係する題材。
子どもたちが自らの感性で取り組
むことを手伝うのが私の役目」と
語る古屋さん。子どもたちが頼り
にする「良きおばちゃん」だ。
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７
月
６
日
、
山
梨
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
親

子
研
修
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
世
界
各
国
で
地
雷
の
除
去
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
雨
宮
清
さ
ん
（
市
内
大
野
在

住
）
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

雨
宮
さ
ん
は
、
会
社
で
扱
う
油
圧
式

シ
ャ
ベ
ル
の
技
術
を
応
用
し
て
地
雷
除
去

機
を
実
用
化
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
な
ど
６
か
国
で
10
年
以
上
に
わ

た
り
地
雷
除
去
活
動
に
従
事
、
今
年
３
月

に
は
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
第
41
回
吉

川
英
治
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
の
中
で
雨
宮
さ
ん
は
、「
12
年
前

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
地
雷
で
足
を
失
っ
た
少

女
に
会
い
、
そ
の
と
き
の
光
景
が
頭
か
ら

離
れ
な
か
っ
た
。
地
雷
に
お
び
え
る
人
々

の
生
活
を
見
て
、
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た

手
作
業
で
の
除
去
で
は
、
千
年
か
か
っ
て

も
作
業
が
終
わ
ら
な
い
こ
と
を
知
り
『
何

か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
』
と
問

い
続
け
、
帰
り
の
飛
行
機
の
中
で
地
雷
除

去
機
を
作
る
こ
と
を
決
心
し
た
」
と
、
活

動
の
き
っ
か
け
を
語
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
機
械
を
開
発
す
る
ま
で
、
５
年

の
月
日
と
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
し

た
。
夜
や
週
末
、
祝
日
な
ど
を
利
用
し
て

取
り
組
ん
だ
開
発
作
業
。
最
初
は
失
敗
に

次
ぐ
失
敗
で
「
と
て
も
難
し
か
っ
た
」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
し
か
し
、
雨
宮

さ
ん
の
思
い
に
心
を
動
か
さ
れ
た
ス
タ
ッ

フ
が
協
力
、
地
雷
の
爆
発
力
に
び
く
と
も

し
な
い
機
械
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

地
雷
と
は
、
相
手
の
命
を
奪
う
の
で
は

な
く
、
戦
意
を
喪
失
さ
せ
る
た
め
に
作
ら

れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
が
、
被
害
者
の

90
％
は
民
間
人
で
、
そ
の
半
数
を
子
ど
も

が
占
め
て
い
る
こ
と
、
被
害
を
受
け
た
子

は
成
長
と
と
も
に
伸
び
た
骨
を
け
ず
る
な

ど
の
手
術
を
繰
り
返
し
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
を
語
り
、「
私
は
農
家

の
出
身
な
の
で
、
子
ど
も
は
野
や
畑
で
元

気
に
飛
び
回
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど

も
た
ち
に
は
笑
顔
が
な
い
。
働
い
て
生
計

を
支
え
て
い
る
子
た
ち
の
た
め
に
も
、
地

雷
を
除
去
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
雷
原
を

農
地
に
変
え
て
、
こ
の
国
の
人
た
ち
が
新

た
な
幸
せ
を
つ
か
む
こ
と
の
手
助
け
を
し

た
い
」
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
宮
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
技
術

者
は
物
づ
く
り
の
挑
戦
者
で
あ
り
、
技
術

の
根
源
は
物
づ
く
り
人
づ
く
り
に
あ
る
」

と
い
う
座
右
の
銘
を
説
明
し
、「
私
た
ち

日
本
人
は
技
術
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
技

術
を
提
供
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
守
れ
る
の
な
ら
ば
、
私
は
全
て
の
地

命
と
平
和
を
考
え
よ
う

「
子
ど
も
た
ち
が
は
だ
し
で
遊
べ
る
、
豊
か
で
平
和
な
大
地
を
」

　
　
　
　

～
山
梨
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
研
修
で
雨
宮
清
さ
ん
が
講
演

雷
と
戦
い
ま
す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
に
わ
た
っ
た
雨
宮
さ
ん
の
講

演
。
子
ど
も
た
ち
も
保
護
者
の
み
な
さ
ん

も
、
雨
宮
さ
ん
の
話
を
真
剣
な
表
情
で
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
地
雷
の
恐
ろ
し
さ
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
地
雷
除
去

活
動
を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
雨
宮
さ
ん

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

School

全員で作ったメッセージ入りの
寄せ書きを贈る児童

第 18 回全国ソフトバレー
・ファミリーフェスティバルへ出場する 日下部クローバー
　７月１日に南アルプス市で行な
われた県予選で準優勝した日下部
クローバーチームが、７月６日、
市役所を訪れました。
　親子ソフトバレーは大人２人
（男女各１）、子ども２人の４人が
コートに立ち対戦する競技です。
山梨県は、昨年全国大会の開催会
場だったため、今年は県の代表２
チームが全国大会へ出場すること

ができます。
　日下部小学校の古屋かなめさ
ん、德良美紗紀さん、德良美有紀
さんは、「一勝を目指してがんば
ります」と、力強く大会への意気
込みを話してくれました。
　同チームは、８月３日から５日
まで、福岡県北九州市で開かれる
全国大会へ県代表として出場しま
す。 全国大会への出場決定報告に市役所を訪れました
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Sports

Sports ＆School

役 職 名 氏　　　名 地　区

会 　 長 森田　今朝一 後屋敷

副 会 長 蘒原　　紀 山　梨

副 会 長 瀧沢　 博道 八　幡

副 会 長 日原　 元之 三　富

副 会 長 坂本　 治子 加納岩

理 事 長 有賀　　毅 日　川

副理事長 川上　 国一 日下部

副理事長 渡邉　　定 牧　丘

事務局長 上野　　萬 後屋敷

監 　 事 高野　　茂 日　川

監 　 事 天野　 義郎 後屋敷

平成 19・20 年度
山梨市体育協会役員紹介

　山梨市体育協会の平成 19・20年度役員を紹介
します。

（敬称略）

　

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
多
い
夏
休

み
こ
そ
、
親
子
読
書
や
読
み
聞
か
せ
の

機
会
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も

た
ち
は
自
分
で
本
を
読
む
の
も
、
だ
れ

か
が
読
ん
で
く
れ
る
お
話
を
聞
く
の
も
、

と
に
か
く
本
が
大
好
き
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
、
感
受
性

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
絵
本
…
…
。
や

さ
し
く
、
ゆ
っ
た
り
語
り
か
け
る
よ
う

に
読
ん
で
あ
げ
た
ら
、
き
っ
と
喜
ぶ
と

思
い
ま
す
。
親
子
で
同
じ
本
を
読
む
の

も
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
親
子
の
会
話
が

広
が
っ
た
ら
、
忙
し
い
子
育
て
中
の
と

て
も
貴
重
な
思
い
出
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

■
夏
休
み
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

後
屋
敷
小
学
校
の
家
族
土
曜
図
書
館

は
、
夏
休
み
中
の
土
曜
日
も
開
館
し
て

い
ま
す
。
自
由
研
究
の
課
題
や
感
想
文

の
課
題
図
書
探
し
な
ど
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
（
貸
し
出
し
は
後
屋
敷
小
学
校

児
童
・
保
護
者
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
閲

覧
者
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

Schoolいつもそばに本が……

夏
休
み
に
は
、
心
に
残
る

　
　
　
　
　
　
　

本
を
読
も
う
！　

学校図書館支援センターだより

だいじょうぶだいじょうぶ
　　　　いとうひろし・作／絵
小さなぼくが不安になったり、困った

ことがおきるといつも「だいじょうぶ

　だいじょうぶ」とおまじないのこと

ばで助けてくれたおじいちゃん。子ど

もに読んで聞かせていたつもりが、い

つの間にか自分自身が癒されそうな心

にしみる絵本です。

ネルソンさん、
あなたは人を殺しましたか？
　　　　アレン・ネルソン・著
ベトナム戦争から帰還した著者が小学

校でベトナム戦争のことを語っていた

とき、一人の少女が尋ねました。「ネ

ルソンさん、あなたは人を殺しました

か？」日米の子どもたちに「戦争のお

ろかさや悲惨さ、平和の尊さ」を自ら

の体験から語り続けます。

�学校図書館支援センターがお薦めする
　この夏読みたい本

※上記の本の閲覧・貸し出しは、市立図書館で行なっています。

「やればできる！物事は常に前向きに考えよう！」と
子どもたちに熱い思いを語る雨宮清さん。
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チャレンジ！

　山梨市
山梨市長　中村照人

第
18
回

チャレンジ！

　山梨市
山梨市長　中村照人

第
24
回

７
月
１
日
、
フ
ル
ー
ツ
公
園
・

フ
ル
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
広
場
が

｢

恋
人
の
聖
地｣
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

｢

恋
人
の
聖
地｣

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
自
然
に

囲
ま
れ
た
場
所
、
夜
景
の
綺
麗
な
場

所
、記
念
品
が
作
ら
れ
る
場
所
な
ど
、

全
国
１
０
０
か
所
限
定
で
選
定
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
既
存
の
観
光
資
源

を
有
効
活
用
し
て
、
若
い
人
々
の
交

流
の
場
づ
く
り
、
各
地
域
間
の
有
機

的
な
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
と
交
流

人
口
増
加
、
地
域
の
個
性
を
生
か
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
展
開
な
ど
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

選
定
委
員
を
務
め
る
の
は
、
桂
由

美
さ
ん
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
）、
假か
り
や
ざ
き

屋
崎
省
吾
さ
ん
（
華
道

家
）、
菊
川
怜れ
い

さ
ん
（
女
優
）、
中
村

徹
さ
ん
（
日
本
観
光
協
会
長
）、
島

田
晴
雄
さ
ん
（
慶
応
大
学
教
授
・
内

閣
府
特
命
顧
問
）の
５
人
。
す
で
に
、

長
崎
県
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
、
長
野

県
白
馬
村
の
白
馬
五
竜
、
神
奈
川
県

の
箱
根
の
彫
刻
の
森
、
県
内
で
は
清

里
清
泉
寮
な
ど
40
か
所
あ
ま
り
が
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
の
土
肥
に
恋
人
岬
、
グ
ア
ム

に
恋
人
岬
が
あ
り
、
観
光
な
ど
で
人

気
の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
（
両
地
で
連
携
も
し
て
い
ま
す
）。

ま
た
、
縁
結
び
で
は
、
京
都
の
地
主

神
社
、
華
厳
寺
（
鈴
虫
寺
）
な
ど
を

は
じ
め
全
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
神
社
仏

閣
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
胸
に
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ル
ー
ツ
公
園
か
ら
の
関
東
富
士

見
百
景
に
選
定
さ
れ
た
富
士
、
春
の

桃
源
郷
、
新
日
本
三
大
夜
景
、
冬
の

星
空
な
ど
の
眺
望
は
ま
さ
に
ぴ
っ
た

り
で
、
恋
人
の
み
な
ら
ず
多
く
の

人
々
に
爽
や
か
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　

銘
板
の
設
置
な
ど
若
干
の
整
備
を

し
、
全
国
に
幸
せ
が
発
信
で
き
る
基

地
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
び
瀬
田
の
唐
橋
へ

　

武
田
信
玄
が
上
洛
・
天
下
統
一
の

思
い
を
家
臣
・
山
県
昌
景
に
命
じ
た

遺
言
「
明
日
は
瀬
田
の
唐
橋
に
我
が

軍
旗
を
立
て
よ
」
を
も
と
に
、
２
月

17
日
、
風
林
火
山
の
旗
を
設
置
し
た

こ
と
に
よ
り
、
大
津
・
瀬
田
流
域
観

光
協
会
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た

（
広
報
３
月
・
４
月
号
に
掲
載
）。

　

８
月
１
日
・
２
日
は
、
２
万
人
以

上
が
参
加
す
る｢

琵
琶
湖
大
津
夏
祭

り
２
０
０
７｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

山
梨
市
か
ら
も
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

を
編
成
し
、
桃
・
ワ
イ
ン
な
ど
特
産

品
の
販
路
拡
大
と
観
光
Ｐ
Ｒ
に
出
陣

し
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
認
定
証

交
付
式

　

７
月
４
日
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地｢

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議｣

総

会
に
お
い
て
、
釧
路
湿
原
・
高
野
山

千
年
の
森
な
ど
と
と
も
に
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
の
認
定
証
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
、
セ
ラ
ピ
ー
基
地
合
わ
せ
て

全
国
で
24
か
所
が
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

11
日
に
は
、
昨
年
認
定
を
受
け
た

長
野
県
飯
山
市
を
視
察
研
修
し
ま
し

た
。
今
後
、
自
然
や
森
林
を
生
か
し

た
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
交
大
賞
表
彰
式

　

７
月
12
日
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

情
報
交
流
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、｢

ま
ち
交
大
賞
」
表
彰
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

山
梨
市
の
計
画
は
、
駅
前
区
画
整

理
地
区
を
中
心
に
周
辺
５
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
エ
リ
ア
で
、
甲
斐
国
・
山

梨
郡
ご
お
り１
３
０
０
年
の
歴
史
に
裏
打
ち

さ
れ
た
地
域
文
化
・
歴
史
の
再
発
見
、

笛
吹
川
の
再
活
用
の
具
現
化
と
中
心

市
街
地
整
備
を
併
せ
て
新
た
な
活
性

化
の
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
市
駅
改
修
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
整
備
、
根
津
記
念
館
整
備
（
国

登
録
文
化
財
申
請
中
）、
笛
吹
川
遊

歩
道
整
備
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す

（
詳
し
く
は
、
２
～
７
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

　

全
国
表
彰
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
う

れ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
表
彰
を
励
み

と
し
て
、
独
自
の
文
化
遺
産
や
果
樹

農
業
を
生
か
し
、
県
内
外
の
多
く
の

人
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
街
中
の

賑
わ
い
再
生
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

挑

戦
、

山

梨

市

を

全

国

へ

発

信セラピー基地の認定証をいただきました

「恋人の聖地」に選ばれたフルーツ公園。
ここからの眺めは昼夜を問わず人気があります
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【おはなし会】
❖幼児・低学年向き　くれよん　８月 25 日㈯
　時間は午前 10 時 30 分～ 11 時
★詳細は、お問い合わせください。

【夏季学習室開放】
❖期間　７月 22 日㈰～８月 26 日㈰
　ただし、図書館休館日は利用できません。　
❖時間　午前９時～午後４時 45 分
❖会場　市民会館２階展示室

文学・エッセイ・手記・外国の小説など
グダグダの種	 　　　　　　　　　　　　阿川佐和子
江戸は心意気	 　　　　　　　　　　　　山本　一力
錆びた刃　　　　　　　　　　　　　　マーカス・セイキー

アパルーサの決闘	 　　ロバート・Ｂ・パーカー
治療島	 　　　　　　　　セバスチャン・フィツェック
その他・一般
シニア留学ガイド	 　　　　　シニア留学研究会
喝采！家カレー	 　　　　　　　　　　　　水野　仁輔
かわいいハムスターの育て方	 　岡野　祐士・監修
夏の日〔写真集〕	 　　　　　　　　今森　光彦
中田英寿 誇り	 　　　　　　　　　　　　小松　成美

山梨市立図書館　
万力 1830（市民会館内）☎� 9600（月曜休館）

市立図書館マスコ
ット

キャラクター　フ
ルーツちゃん

Books

【市立図書館ホームページ】　http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/library/index.html

【開館時間】午前９時～午後５時（金・土は午後７時まで）　★休館日は、折り込みのカレンダーで確認してください★

【今月の注目】
■小説

自閉症とは何か。だれにでもわかりやす
く描かれている感動の物語。１巻から現
在 11巻まであり、巻が進むにつれ主人
公も成長していく。
自閉症の子どもとその家族、家族を取り
巻くさまざまな人間模様や愛をしみじみ
と味わえるコミック本。

露の玉垣

外様で唯一、改易を逃れた新
し ば た

発田藩。
かんばつ、火災、水害で窮乏にあえ
ぐ小藩を支えたのは名もなき家臣
だった。すべて実在した人物を通し
て、気高さと輝き、真の「品格」を
問う歴史小説。

ウェン王子とトラ

人間を憎みながらも、小さく弱いも
のを愛する気持ちを忘れなかった母
トラと、強く心やさしい少年に育ち、
人と獣の世界を結ぶ存在となる王子
ウェンの姿を描く心ゆさぶる迫力の
絵本。

チェンジャンホン／作・絵
平岡　敦／訳

乙川優三郎・著
光とともに……自閉症児を抱えて

戸部けいこ・著

日本の小説
クロスカウンター	 　　　井上　尚登
影絵の騎士	 　　　　　　　大沢　在昌
明日この手を放しても	 　　　桂　　望実
逆髪	 　　　　　　　　　　　澤田ふじ子
カシオペアの丘で㊤㊦　　　　　重松　　清
剣豪たちの関が原	 　　　鳥羽　　亮
ちんぷんかん	 　　　　　　　畠中　　恵
夜明けの街で	 　　　　　　　東野　圭吾
小美代姐さん愛縁奇縁	 　　　群　ようこ
かってまま	 　　　　　　　諸田　玲子
陰陽師・夜光杯ノ巻	 　　　夢枕　　獏

■児童書

■主な新着図書

Information ～お知らせ～
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世帯と人口（2007.7.1 現在）

人　口	 39,129 人
	 男	 18,835 人
	 女	 20,294 人
世帯数	 14,268 世帯

「広報やまなし」９月号は  

８月 22 日水発行予定です。

編集後記

みんなの

掲示板

山梨市ホームページモバイル版
ＱＲコードはこちら↓

�台風・地震と自然災害が相次いでいます。被災

地のみなさんにはお見舞い申し上げます。幸い山

梨市では大きな被害はなく、改めて住みやすいと

ころだなと感じました。……とはいっても油断は

禁物です。万が一に備え、災害用の食料や備品の

準備は欠かせません。備えあれば憂いなし、確認

をお願いします。T

�コンビニなどで『駄菓子』コーナーを見ると、

幼い頃を思い出します。昭和 40 年代後半生まれ

の私は、よく小学校から帰ると小銭をにぎりしめ

て近所のお店に出かけました。ズラリと並んだ駄

菓子をあれもこれもと手に取り会計をすると、お

金が足りないことも……。すると、お店のおばちゃ

んが「おまけだよ！」と渡してくれました。今では、

このようなお店がほとんど見られません。昔なが

らの駄菓子屋さん情報、お待ちしています。K

�テレビの生放送があり、三富徳和地区のみなさ

んに協力していただきました。放送時間はわずか

なものでしたが、準備やリハーサルなどみなさん

は何日も前から大忙し。当日は会社を休んで協力

してくださった方も……。おかげさまでとても良

い番組となりました。バタバタしててお礼も中途

半端で帰ってきてしまいましたが、改めてお礼申

し上げます。ご協力ありがとうございました。E

　　梅原司平さんの歌と
　　さくら座の大型こども紙芝居公演の夕べ
　　　　　主催：山梨市ボランティア協会・
　　　　　　　　さくら座 20 周年記念実行委員会　　　
日　時　８月９日㈭午後５時 30 分～（開場：午後５時）
会　場　山梨市民会館ホール　※入場無料※
内　容　▶大型子ども紙芝居　「ふり袖の少女」　長崎原爆犠牲者
　　　　　２人の少女の実話を 16 人の子どもたちが演じます。
　　　　▶梅原司平ライブ　「ふり袖の少女」の主題歌を作った　
　　　　　ミュージシャンによるライブ。

【問い合わせ】　さくら座　代表：古屋　由美子　☎� 4221

サマー縁日
主催：ゆりの木商店街（後援：山梨市商工会）

子ども向けのイベントが盛りだくさん。
加盟店による模擬店の競演をお楽しみ
ください。
日　時　８月 10 日㈮午後６時～９時
※雨天決行※
会　場　山梨市駅前通り両側歩道

（中銀日下部支店～甲府信金加納岩支店）
【問い合わせ】　
ゆりの木商店街　事務局：萩原　☎� 0217

ソフトバレーボール連盟審判講習会
主催：山梨市ソフトバレーボール連盟
９月に開催を予定しているソフトバレーボー
ルフェスティバル大会への参加希望チーム
は、必ず１人以上講習会への参加をお願いし
ます。フェスティバルの概要は、９月号の広
報でお知らせします。
日　時　８月 24 日㈮午後７時 15 分～
会　場　市民総合体育館
講　師　県バレーボール協会審判長渡辺先生

【問い合わせ】坂本正秀　☎� 0966

一部変更になりました

白樺祭
主催：白樺園

白樺園恒例の夏まつりを開催します。だれで
も参加できますので、ぜひお越しください。

日　時　８月 11 日㈯午後６時～８時
会　場　白樺園（三富川浦 2203）
内　容　ミニコンサート、
　　　　打ち上げ花火など

【問い合わせ】　
白樺園　☎� 2714

「みんなの掲示板」は、主に市民のみなさんが主催する催し物やグループ活動を紹介するコーナーです。

掲載を希望する場合は、所定の用紙※に必要事項を記入し、期日までに提出してください。

※用紙は、市役所総務課、各支所総務担当でお求めください。市のホームページ「みんなの掲示板」から

　ダウンロードすることもできます。

【原稿締切】10 月号（９月 21 日発行）掲載分の締め切りは８月 27 日㈪です。

【申込・問い合わせ】総務課「広報やまなし」担当　☎�1111（内線225）　ＦＡＸ�2800

　　　　　　　　　Ｅメール　info@city.yamanashi.lg.jp

【ホームページもごらんください】

　市のホームページでは、誌面の都合で広報に掲載できなかったものも紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

子ども囲碁・将棋教室会員募集！
主催：日下部公民館

囲碁や将棋は、直感と論理的思考を必要と
するゲームです。楽しく学びながら、直感
力と思考力を身に付けましょう。
対　象　市内在住の小・中学生　
活動日　毎月第１・第３日曜　
　　　　午後１時 30 分～３時
会　場　日下部公民館和室　
※会費・入会金無料※

【問い合わせ】　日下部公民館　☎� 2872
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安全・安心のまちづくり

ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 229)

安全・安心のまちづくり
こんにちは、日下部署です。【日下部警察署　☎� 0110】

専門交通指導員の

　日下部警察署管内交通事故発生状況（６月末日現在）

件数（人数） 前年比
人身交通事故 １７７件 －７
死者 １人 ー４
負傷者 ２２４人 －１０
物損交通事故 ４５３件 ＋９０

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
「
運
転
は　

人
に
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
い
や
り
」

※日下部警察署管内……山梨市内および甲州市内

１　気軽に相談、民事介入暴力
　民事介入暴力とは、暴力団やその周辺人物が、一般
市民の日常生活でのトラブルや経済取引などで起こる
民事問題に、その当事者や関係者として介入し、暴力
団組織の威力を背景に、相手に対して強引な手段・方
法で金品などを要求する行為です。
  これらの行為によって得た利益は、暴力団組織を肥
大させる資金となります。
　警察は、暴力団などによる民事介入暴力事案に対し
ては、断固たる姿勢で臨んでおりますので、万が一こ
のような事案に遭遇した場合には、安易な妥協はせず、
勇気を持って毅然とした態度で対応すると共に、最寄
りの警察署、交番、駐在所または（財）山梨県暴力追
放県民会議に早期に相談してください。
　皆さんからの勇気ある通報が、暴力のない明るく住
み良い社会づくりの原動力となります。

２　無謀運転の追放
　昨年、県内で発生した交通死亡事故などの重大事故
の発生状況をみますと、深夜から早朝にかけて多く発
生しています。
　これらの事故の特徴は、「速度の出し過ぎ」「飲酒運
転」など、いわゆる「無謀運転」によるものが目立っ
ています。

目　的　児童や生徒の夏休みと夏の行楽シー
	 ズンが重なる夏季において、交通事故の多
	 発や暴走族の活動の活発化が懸念されるた
　め、交通ルールの厳守と正しい交通マナー
　の実践を徹底し、交通事故の防止を図る。
重点目標  
　①高齢者と子どもの交通事故防止
　②飲酒運転等悪質・危険な運転の追放
　③後部座席を含むシートベルトの着用と　
　　チャイルドシートの正しい使用の徹底
　④運転中の携帯電話使用禁止の徹底
　⑤自転車の安全利用の推進

　シートベルト着用について、６月 28日に
山梨市役所前の交差点において調査を行ない
ました。国道 140 号の利用者に比べ、シー
トベルトの着用率が低いように見受けられま
した。
　また、出勤時の朝に比べ、日中は着用率が
非常に低いと思われます。車に乗るときは、
面倒がらずにシートベル
トを締めしましょう。
　交通ルールとマナーを
守り、事故のない安全な地
域を目指しましょう。

　また、
　●前方不注意（脇見運転）
　●ハンドル・ブレーキ操作不適
　など、運転の基本が守られていないことによる車両
単独事故も多く発生しています。
　特に、夏休み期間中は、開放感から深夜における若
者の無謀運転が原因となる交通事故の発生が多くなる
時期でもあります。
　無謀運転による交通事故の犠牲者をひとりでもなく
し、「安全で快適なくるま社会」を築くために、
　●速度の出し過ぎや飲酒運転の厳禁
　●疲労による居眠り運転の防止
　●後部座席を含むシートベルトの着用と
　　チャイルドシートの使用の徹底
　●運転中の携帯電話使用の禁止
　●安全運転の励行
など、運転者としての基本を守り、ゆとりと思いやり
のある運転を心がけましょう。

■夏の交通事故防止県民運動　期間　７月 21 日（土）～８月 20 日（月）
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　　相　談
● 行政相談
[ 相談内容 ]　国・県・市・公団などの
仕事についての苦情や要望などの相談
[ 日時 ]８月17日㈮午後1時30分～
４時 [ 会場 ]夢わーく山梨　[ 問 ]総務
課行政防災防犯担当　☎�1111(内線
227)

●社会保険相談
[ 日時 ]８月23日㈭午前９時30分～正
午、午後１時～４時　[ 会場 ]夢わーく
山梨　[ 問 ]甲府社会保険事務所　
☎055(252)1431㈹

●教育相談
子どものしつけ、親子関係、学力、進
路、発達障害、不登校、いじめなどの
教育相談。面談希望は、事前連絡を。
[ 日時 ]毎週木曜日・午前10時～午後４時
[ 会場・問い合わせ ]
❖生涯学習課(市民会館内)☎�9611
❖牧丘支所教育担当　☎�3111　
❖つつじ幼稚園（幼児教育相談）　
☎�0244
※電話相談も受け付けています。

●家庭児童相談
育児、しつけ、虐待、保健、障害、非
行など児童の養育に関する家庭問題　
[日時・会場]月・水・金曜日(山梨市役所)
／火・水・木曜日(牧丘支所)
※いずれも午前９時～午後４時　
[ 問 ]福祉事務所児童福祉担当
☎�1111(内線162)

●結婚相談
[ 日時 ]８月18日㈯　午後２時～６時
[ 会場 ]市民会館３階控え室　
[ 問 ]生涯学習課生涯学習担当
(市民会館内)　☎�9611

●中・高年齢者職業相談
中・高年齢者の就職と雇用などの相談
とあっせん　[ 日時 ]月～金曜日(祝日
除く)午前８時30分～午後５時　[ 会
場 ]夢わーく山梨３階　高齢者職業相談
室　[ 問 ]夢わーく山梨　☎�3111

●若年者の「仕事」に関する相談
職業の選択・適性、キャリアアップ、
職場の悩みなどの相談　
[ 対象 ]　35歳くらいまでの人　
[ 日時 ]８月14日㈫・28日㈫いずれも
午後６時～９時　[ 会場 ]夢わーく山梨
２階相談室　[ 問 ]商工労政課商工労政
担当　☎�3111(予約受付)

●パソコン困りごと相談室
インターネット体験・困りごと相談
[ 日時 ]８月４・18・25日（各土曜日）
[ 受付時間 ]午後１時～３時　
※8月４日は、「子どもフェスティバル」
　の１コーナーとして実施しますので、
　時間が午前９時30分～午後2時30
　分となります。
[ 会場 ]市民会館４階Ｃ会議室
[ 問 ]生涯学習課生涯学習担当(市民会
館内)☎�9611
※講師の都合でお休みすることがあり
　ます。事前にご確認ください。

●不動産無料相談（不動産関係全般）　
[ 日時 ]８月21日㈫　[ 受付時間 ]午前
10時～午後３時(正午～午後１時は休み)
[ 会場 ]㈳山梨県宅地建物取引業協会
峡東支部事務所（市民体育館東側山梨
法人会館内）　[ 問 ]同協会峡東支部　
☎�1481

特設人権相談所開設

山梨市人権擁護委員の会　

　山梨市人権擁護委員の会と甲府地方
法務局では「特設人権相談所」を開設
します。
日　時　８月 17日㈮
　午前 10時～午後３時
会　場　〈山梨地域〉山梨市民会館

〈牧丘・三富地域〉牧丘町総合会館　
相談員　人権擁護委員・法務局職員
相談内容　
ア、親族、夫婦、扶養、相続、登記、
　供託、戸籍、借地、借家、名誉、
　信用、差別、私的制裁、騒音、
　悪臭などについての悩みごと
イ、配偶者からの暴力、ストーカー、
　児童・高齢者虐待、セクシュアルハ
　ラスメントに関すること
ウ、児童、生徒のいじめ問題、体罰の
　問題
エ、その他、人権に関することで、ど
　こへ相談してよいのかわからないな
　どで困っている場合
※相談は無料で、秘密は堅く守られま
　す。

【問い合わせ】
　福祉事務所社会・長寿福祉担当
　☎� 1111（内線 164）

定例相談

　個別労働紛争は、単に法令・判例を知らないことや、誤解に基づくものも
多く、関連情報を入手したり相談したりすることにより、紛争に発展するこ
とを未然に防ぐことができる場合があります。職場内での労働関係のトラブ
ルの解決は、簡易・迅速な個別労働紛争解決制度（無料）をご利用ください。
[ 問い合わせ ]山梨労働局総務部企画室　☎ 055(225)2851

職場でのトラブルの解決をお手伝いします
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　10月 1日から、市で管理している
牧丘・三富地域の合併処理浄化槽の使
用料などが変わります。
　今回の改定にあたっては、各家庭の
使用状況を反映させるよう使用料金を
設定するとともに、両地域の使用料を
統一しました。
●使用料改定により市の管理する範囲
　は、浄化槽本体およびブロワーと前
　後の桝の維持管理となります。
●汚泥の引き抜き料、汚泥処理料は使
　用者負担となりますが、一般世帯を
　対象に１年１回に限り、１万円の助
　成を行ないます。ただし、旅館・飲
　食業などの営業施設は除きます。
●使用料は法で定められた点検と検査
　料をもとに算定しました。
　人槽による使用料は次の表のとおり
　です。
●使用料は、月ごとの納付になります。

基本料金 月　額 年　額
５～ 10人槽 2,250 円 27,000 円
11～ 20人槽 3,600 円 43,200 円
21～ 30人槽 5,000 円 60,000 円
31～ 50人槽 7,300 円 87,600 円
51～ 100 人槽 11,000 円 132,000円

■人槽による使用料

　今年も、快適で美しい生活環境を確
保するため「地区一斉清掃」を実施し
ます。

　　実施期間　
　　８月 1 日㈬～８月 31 日㈮

●実施日については、行政区ごとに異
　なりますので、各地区の役員に確認
　してください。
●地区一斉清掃時に発生した可燃ごみ、
　スチール缶、アルミ缶、ペットボト
　ル、びん、ガラス・セトモノ類、金
　物類については、指定袋に仕分けし
　て収集してください。
●乾電池については、透明または半透
　明の袋に収集してください。
●地区一斉清掃時に発生したごみは、
　指定日にごみ集積所へ出すか、環境
　センター（可燃物は東山梨環境衛生
　センター、不燃物は山梨市環境セン
　ター）へ直接搬入してください。
●山梨市環境センター、東山梨環境衛
　生センター共に定休日がありますの
　で、搬入前に必ず各センターへお問
　い合わせください。
　山梨市環境センター☎� 1555　　
　東山梨環境衛生センター☎� 4014

　美しい山梨市を子どもたちに伝える
ため、きれいで住みよい山梨市をつく
るため、ご協力をお願いします。

【問い合わせ】
山梨市役所牧丘支所　住民生活担当
☎� 3111（内線 144）

下水道への接続をお願いします

　下水道は、水をきれいにし、環境を
守っていくために、なくてはならない
大事な施設です。未来の子どもたちに
美しい自然・環境を残すために、下水
道に加入できる地域でまだ接続をして
いないご家庭は、下水道への接続をお
願いします。

【問い合わせ】　
下水道課管理担当　
☎� 1111（内線 185）

10 月 1 日から戸別合併処理
浄化槽の使用料が変わります

下水道課　

牧丘地域
地区一斉清掃を実施します

牧丘支所住民生活担当　

毎月勤労統計調査特別調査の
実施について　　～牧丘地域～

県統計調査課　

　この調査は、本年７月31日を調査期
日として、常用労働者が１～４人の事
業所の賃金・労働時間・雇用の実態を
把握し、国や県の労働・経済に関する
行政施策を策定する基礎資料とするた
めに、全国規模で行なわれる調査です。
　調査の内容は統計以外の目的には一
切使用されません。調査の趣旨をご理
解の上、ご協力をお願いします。
調査対象　厚生労働省が指定した調査
区内の事業所
※今年度は、牧丘町室伏、窪平、成沢、
　千野々宮、城古寺、倉科地域が指定
　を受けています。
調査方法　８月から９月にかけて統計
調査員が訪問して調査票を作成

【問い合わせ】　
山梨県企画部統計調査課　
☎055(223)1341

総合防災訓練にご参加を！

総務課　

　市では、９月１日㈯に「総合防災訓練」
を実施します。午前８時30分頃から
サイレンを鳴らし、防災無線で地震放
送の伝達を開始。９時30分頃に地震
被害を想定しての訓練を行ないます。
　サイレンや防災無線による情報伝達
訓練などは、本番を想定した訓練とな
りますので、火災と間違えないように
してください。
　また、８月30日㈭～９月５日㈬の
防災週間を中心に、各地区・事業所な
どで防災訓練が実施されます。災害に
備えるため、多くのみなさんの参加を
お願いします。

【問い合わせ】総務課行政防災防犯担当
☎�1111（内線227）
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　パソコンやビデオ映像による説明「電気の安全な使い方」「家庭などで
の省エネルギー」「地震などの災害にそなえて」などのほか、実験や実習
も行ないます。
時間　１～ 2時間程度　人数　５～ 30人程度
場所　指定の場所に伺います　費用　無料

【問い合わせ】　

㈶関東電気保安協会　山梨事業本部　広報担当　岡　☎055(228)3200

山梨南中学校制服リサイクルバザーへのお願い
山梨南中学校　

　山梨南中学校では、９月 15日㈯ 16日㈰に行なわれる友輝祭で、制服・
体育着などのリサイクルバザーを実施します。まだまだ十分に使えるが、
「子どもが卒業してしまい不要になった」「成長に伴い着られなくなった」
制服や体育着などがありましたら、ぜひご寄付ください。

収集品　制服、体育着、体育館履き、ヘルメット、通学かばん、
ラグビージャージ、ネクタイやボタンなどの小物
※寄付していただく品物については、子どもたちが気持ちよく使えるよ
　う、洗濯した清潔なものをお願いします。　
収集期日・収集場所　９月９日㈰までに、今年度の支部長さん宅（右表
参照・敬称略）に届けてください。お近くに収集者がいない場合には、
学校に届けていただいても結構です。

〈リサイクルバザー〉
実施日　９月 15日㈯　体育の部の昼休み
※天候状況により体育の部が 16日㈰に代わることがあります。
　ご了承ください。
場　所　山梨南中学校正面玄関横テント

【問い合わせ】　
山梨市立山梨南中学校　☎� 0173　担当　平井・宮本	 　　　

地区名 支部長氏名（生徒名）
加納岩１区 島田きよ子（恵里花）
　　　２区 藤巻　豊彦（友里恵）
　　　３区 武井　尚子（紀　樹）
　　　４区 新谷　一男（聖　貴）
　　　５区 矢崎　茂樹（一　樹）
　　　６区 守屋　久美（裕一郎）
　　　７区 峯崎ひろ美（誠　伍）
　　　８区 堀内　裕美（稜　太）
　　　９区 名取美佐子（詩　文）
万　力１区 　飯沼　優子（　章　）　
　　　２区 山下　正二（陽　子）
　　　３区 中村　泰久（駿　介）
落　合 岸本　美也（侑　也）
正徳寺 有泉　憲男（昴　哉）
山　根 米山　恵美（まりな）
矢　坪 川村　明美（優　介）
上岩下 宮本　雄一（一　樹）
小田屋 宮本　　武（武　彦）
一丁田中 加藤　恵美（　優　）
歌　田 有賀　通雄（愛　菜）
下栗原 松本　光巧（麻　希）
上栗原 須藤　秀明（裕　太）
中　村 高野　雄司（稔　彦）
区域外 直接、山梨南中学校へ

　山梨南中学校では、今年度も有価物
回収事業を実施します。地域のみなさ
んのご協力をお願いします。
日　時　10月 20日㈯午前８時 30分～
※雨天の場合は 21日㈰に実施
取扱品目・排出方法　新聞紙、チラシ、
雑誌、ダンボール、牛乳パック
※品目別に分け、ひもなどでしばり、
　当日朝８時 30分までに各家庭の道
　路沿いなど、目に付きやすい場所に
　出してください。本校後援会役員、
　PTA役員、生徒が各地区で回収し
　ます。
【問い合わせ】
山梨市立山梨南中学校　☎� 0173
担当：広瀬

有価物回収事業に
ご協力ください

山梨南中学校　

電気安全

出前セミナー

実施中！
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ツキノワグマが出没しています！

農林課　

お知らせ
在職者訓練講座受講生募集

県立産業技術短期大学校　

　企業などで働く人々を対象に能力開
発講座を開催します。

【10 月開講講座】
①開講日②受付期間③受講料

■ホームページ開設（基礎）　
① 10月４日㈭～ 15日㈪（６日間）　
②８月３日㈮～９月 27日㈭
③ 2,100 円（別にテキスト代が必要）
■２級工業簿記Ⅰ・Ⅱ
①10月９日㈫～11月１日㈭（14日間）
②８月９日㈭～ 10月２日㈫
③ 4,200 円（別にテキスト代が必要）
■ホームページ開設（応用）
① 10月 16日㈫～ 25日㈭（６日間）
②８月 16日㈭～ 10月９日㈫
③ 2,100 円（別にテキスト代が必要）
以下、共通事項
時　間　午後６時～９時
会　場　県立産業技術短期大学校
定　員　20人
（定員になり次第受付を終了します）
申込方法　所定の受講申込書に必要事
項を記入して、申し込んでください。
窓口への直接提出のほか、ファクス、
郵送でも受け付けます。
※各講座の詳細については、お問い合
　わせください。

【申込・問い合わせ】
県立産業技術短期大学校
〒 404-0042　
甲州市塩山上於曽 1,308
☎� 5202　ＦＡＸ� 5203
http://www.yitjc.ac.jp　
★ 11 月の開講予定　アクセス（基礎）、
アクセス（応用）、接遇・応対のため
の英会話、エクセル（基礎・応用）
★キャリアパスポートをご利用くださ
い～職業訓練歴や取得視した職業上の
資格などを一冊で管理できます。詳し
くは、お問い合わせください。

　市内でも今年度に入ってツキノワグ
マの目撃情報が相次いでいます。
　山や森に入ることは、クマの生活圏
に入るということです。クマと遭遇し
ないために十分な注意が必要です。

【クマに遭わない工夫をしましょう】
●クマの行動が活発な朝夕や霧が出て
　いるときの行動は避けてください。
●クマは音に敏感です。山や森に入る
　ときは、必ず２人以上で行動してく
　ださい。また、鈴、ラジオなど音が
　するものを身につけ、人の存在を積
　極的に知らせてください。
●周辺に注意を払い、クマの気配を感
　じた場合（足跡を見つけたなど）無
　理はせずに引き返しましょう。
●子グマを見つけたらすぐに立ち去り
　ましょう（近くに親グマがいます）。

【もしクマに遭ってしまった場合】
●クマを興奮・混乱させないためにも、
　騒ぐ、急に立ち上がる、物を投げつ
　けるなどの行動は絶対にやめましょ
　う。
●クマから離れる場合は、クマの動き
　を見ながらゆっくり後退してくださ
　い。クマは「逃げるものを追う」習
　性があるので、背中を見せて逃げる
　のは大変危険です。
●「死んだふり」をしても噛まれたり
　引っかかれたりします。くぼ地や岩
　の間などの隙間に体を密着させ、頭
　や首筋、腹などを腕で保護し、クマ
　が立ち去るまでじっと耐えましょう。

【クマを引き寄せないために】
●クマが人間の食物の味を覚えれば、
　人里にクマを誘引する原因となり危
　険も増えます。野生生物の食性変化
　を防ぐためにも、収穫した野菜、残
　飯、ゴミなどは適切に処理しましょう。
※クマによって行動が違うため、万全
　な対策はありません。山や森はクマ
　の生活場所であるということを忘れ
　ずに十分注意して行動してください。
※クマを目撃した人は、農林課まで連
　絡をお願いします。
クマの足跡（参考）

【問い合わせ】
農林課農林担当（牧丘庁舎内）
☎� 3111（内線 121)

８月８日は
「やまなし山の日」です

やまなし「山の日」実行委員会　

　故郷の山や森林を見つめ直し、その
恩恵に改めて感謝するために、山梨県
では8月8日をやまなし ｢山の日｣ と
して制定しました。
　山の日は、｢山に親しむ｣ ｢山に学ぶ｣
｢山と生きる｣ という考え方のもと、森
林づくりなどの環境保全活動を通じて、
現在および将来にわたって、豊かな山
や森林の恩恵を受けることのできる自
然との共生社会の実現を目指します。
やまなし ｢山の日｣ 関係パネルの展示
7月 2日～ 8月 31日　県民情報プラ
ザ (甲府市 )

【問い合わせ】やまなし ｢山の日｣ 実行
委員会事務局 (県森林環境総務課内 )
☎ 055(223)1634 ＦＡＸ 055(223)1636
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【平成19年度訪問介護員養成研修２級課程日程表（夜の部）】

夜間の「ホームヘルパー養成研修２級課程」受講生募集
夢わーく山梨　

　ホームヘルパーの仕事や家族の介護、地域活動をした
い人のための講習会です。
日　　程　別表のとおり
場　　所　夢わーく山梨 (働く婦人の家 )	  
　　　　　　※介護実習・同行訪問などは各施設
受講資格　２級資格取得後、介護分野に就業できる人、
　地域でボランティア活動などに参加できる人などで、
　介護実習のできる気力、体力のある人
　(市内在住、在勤者優先 )
募集人員　30人（先着順）
受 講 料 　テキスト代・実習料ほか　30,000 円

申込期間・受付時間  ８月６日㈪～８月 10日㈮
　午前８時 30分～午後５時 30分
　（電話で可。定員になり次第受付を終了します）

【申込・問い合わせ】
　夢わーく山梨（働く婦人の家）　☎� 3111

※注意※　
　知識・技術などが習得できていない、受講態度が良好
でない場合など、修了証がお渡しできないこともありま
す。

★上記講義・基本介護技術のほか、次の実習・訪問・見学があります（日程から都合のよい日を選んで実施します）。
■施設介護実習（２日間実施）時間：午前 8:00 ～午後 5:00　　
　11 月　[26 ㈪・27㈫ ]　　[28 ㈬・29㈭ ]　
　12 月　[　３㈪・　４㈫ ]　　[　５㈬・　６㈭ ]　　[10 ㈪・11㈫ ]　　[12 ㈬・13㈭ ]
■ヘルパー同行訪問（１日）　平日の午前 8:00 ～午後 5:00
　11 月　26㈪　27㈫　28㈬　29㈭　30㈮　　
　12 月　　３㈪　　４㈫　　５㈬　　６㈭　　７㈮　10㈪　11㈫　12㈬　13㈭　14㈮　
■老人デイサービスセンターなどのサービス提供現場の見学　（1日）　平日の午前 8:00 ～午後 4:00
　12 月　　３㈪　　４㈫　　５㈬　　６㈭　　７㈮　10㈪　11㈫　12㈬　13㈭　14㈮
※都合により日程など変更になる場合があります。

月　日 曜日 講習時間 時間数 内　　容 月　日 曜日 講習時間 時間数 内　　容

８・20 月
6:10 ～ 6:40

　
受　付 10・９ 火 6:30 ～ 8:30 ２

詳細は、　　
開講式当日に
お渡しします。

6:40 ～ 7:00 開講式 10・11 木 6:30 ～ 8:30 ２
7:00 ～ 9:30 2.5 講　義 10・15 月 6:30 ～ 9:30 ３

８・23 木 6:30 ～ 9:30 ３

詳細は、　　
開講式当日に
お渡しします。

10・18 木 6:30 ～ 9:30 ３
８・27 月 6:30 ～ 9:30 ３ 10・22 月 6:30 ～ 8:30 ２
８・30 木 6:30 ～ 9:30 ３ 10・25 木 6:30 ～ 9:30 ３
９・３ 月 6:30 ～ 9:30 ３ 10・29 月 6:30 ～ 8:30 ２
９・６ 木 6:30 ～ 9:00 2.5 11・１ 木 6:30 ～ 8:30 ２
９・８ 土 1:00 ～ 5:00 ４ 11・５ 月 6:30 ～ 8:30 ２
９・10 月 6:30 ～ 9:30 ３ 11・８ 木 6:30 ～ 9:30 ３
９・13 木 6:30 ～ 9:00 2.5 　<予備日 >　11・12㈪、11・15㈭　6:30 ～　　　
９・15 土 1:00 ～ 5:00 ４ 10・27 土

午前 9:00 ～　　　

　　　午後 5:00
実技実習と
救命講習

９・18 火 6:30 ～ 9:30 ３ 11・３ 土
９・20 木 6:30 ～ 9:30 ３ 11・10 土
９・25 火 6:30 ～ 8:30 ２ 11・17 土
９・27 木 6:30 ～ 9:30 ３ 11・24 土
10・１ 月 6:30 ～ 9:30 ３

12・20 木
6:30 ～ 8:30 ２ 講　義

10・４ 木 6:30 ～ 8:30 ２ 8:30 ～ 9:30 終了式
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　　講　座

回 日　　　時 講　　義　　内　　容 講　　　　　　　　　師

1 9月 ６日㈭ 午後1:00～1:30 開講式
午後1:30～3:30 ふるさとを学ぶ 福留　　強(聖徳大学生涯学習研究所　所長)

2 27日㈭ 午後1:30～3:30 食事と生活習慣病 小渕　正子(山梨県栄養士会事業部長)

3
10月

11日㈭ 午後1:30～3:30 ゆがみを直して健康体～理論と実技～
石原　政文(コンディショニングオフィス・
　　　　　　マッスル・ケア・ジャパン主宰 )

4 25日㈭ 午後1:30～3:30 今、必要なマナー力
三上弥貴子
(株式会社三上・オフィスＭＩＫＡＭＩ代表取締役)

5
11月

８日㈭ 午後1:30～3:30 バイオマスが支える地球の未来 斎藤奈々子（山梨県環境科学研究所）

6 22日㈭
午前8:30～　　

午後4:30
文化財巡り（上野原市・大月市） 大村　和夫(山梨県文化財保護指導委員)

7 12月 13日㈭ 午後1:30～3:30 認知症講座 久保田正春(日下部記念病院　院長)
8 1月 17日㈭ 午後1:30～3:30 東郡と武田家の関わり 廣瀬　国光（甲州市　甘草屋敷勤務）
９ 31日㈭ 午後1:30～3:30 くらしと法律～裁判員制度について～ 丸山　公夫(弁護士・丸山法律事務所長)

10 2月 ７日㈭
午後1:30～3:30 市政時事 中村　照人(山梨市長)
午後3:30～3:50 閉講式

魅力的な自分に！感動の人生を生きる！　～成人大学講座受講生募集～
生涯学習課　

講座内容　下表のとおり
会　　場　市民会館４階　大会議室
対 象 者 　一般成人 150人（全日程受講できる人）
受 講 料 　無料（第６回は保険料・拝観料など実費が必要）
申込締切　８月 24日㈮（月曜休館）

【申込・問い合わせ】　
　生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）　☎� 9611

※聴講大歓迎です。希望者は、当日受付にて申し込んでく
　ださい。

◆ボランティアを募集します
　受付、会場係など講座運営のお手伝いをしてくれる人を
　募集します。受講申込み時に申し出てください。
※講座の 30分前に来てください（全日程でなくても可）。

女性農業者チャレンジ講座受講生募集
山梨県峡東農務事務所　

　峡東農務事務所では、女性農業者を
対象とした講座を開催します。
　各分野の専門家から幅広く学び、農
業経営や地域活動に生かしませんか。
講座内容・時期　
　(詳細は申込後にお知らせします )
●果物や野菜の特性とおいしさの伝え
　方 (９月 )　
●農産加工販売の可能性 (10 月 )　
●目標設定や夢を持つことの大切さ　
　(11 月 )　
●ワイン造りへの道のり (12 月 )
　

※都合により内容・時期等を変更する
　場合があります。
会　場　東山梨合同庁舎
対象者　農業に従事している女性で
40歳代までの人　30人程度
受講料　無料　
申込締切　８月 31日㈮
※保育サポートによる託児ルームを開
　設します。受講申込時に予約が必要
　です。

【申込・問い合わせ】
峡東農務事務所　農業農村支援課　
☎⑳ 2707



☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は0553です

広報やまなし　2007.8-34

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募
　

集

子

ど

も

保
険
・
健
康

介
護
・
福
祉

講　
　

座

お
知
ら
せ

相
　

談

　　

　介護・福祉
寝具類の洗濯乾燥サービスのお知らせ

保健課　

　ひとり暮らしの高齢者などで寝具の
洗濯や乾燥が困難な場合、衛生管理を
支援し、健康の保持を図ることを目的
に、洗濯乾燥サービスを行ないます。

利用対象者　市内在住で、次のすべて
に該当する人
●おおむね 65歳以上のひとり暮らし
　の高齢者、高齢者のみの世帯、これ
　に準ずる高齢者ならびに身体障害者
●心身の障害（介護保険の要介護認定
　が「要介護３～５」相当）および傷
　病などにより寝具類の衛生管理が困
　難な人

《作り方》

①　１、Ａを容器にあわせ、種を抜いた赤トウガラシ、小口切りにしたネギを加

　　　　え、よく混ぜておく。

　　２、ナスは丸ごと蒸し適当な大きさに裂き、熱いうちに１の漬け汁に入れ、

　　　　冷蔵庫で冷やしてできあがり。

②　１、キュウリは板ずりをしてから洗い、縦４つ割にして 4㎝長さに切る。

　　２、鍋にごま油を熱し、種を取った赤トウガラシを加え辛味を引き出したら、

　　　　赤トウガラシを取り出し、キュウリを手早く強火で炒める。

　　３、ボールに取り、熱いうちに合わせ漬け汁をかけ、冷蔵庫で冷やしてでき

　　　　あがり。

毎月第　　　日曜は、家族や仲間と、和やかに食卓を囲む日！

　保健課保健指導担当　☎� 1111（内線 414、415）

「たのしい　おいしい　和みのまち　山梨市」を目指して

８月は
　５日だよ！

■山梨市食育推進計画はこちらを　☞ http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/citizen/plan/shokuiku_plan.pdf

【今月のお勧め献立】　ナスの涼
リャンバン

拌とキュウリの炒め漬け　

　材　料（４人分）　エネルギー　① 85kcal（1 人分）　② 81kcal（1人分）

①ナスの涼拌　ナス　４個　赤トウガラシ　１本　ネギ　５㎝　　

　　　Ａ：（漬け汁）さとう　大さじ３　しょうゆ　大さじ５　

　　　酢　大さじ３　ごま油　大さじ１　

②キュウリの炒め漬け　キュウリ　２本　塩　少々　赤トウガラシ　１本　

　　　ごま油　大さじ１　B：（漬け汁）　さとう　大さじ 1.5　

　　　しょうゆ　大さじ５　酢　大さじ３　ごま油　大さじ１　夏野菜で
　　　夏バテ予防！

　暑さが続いて体調を
崩しやすい時期ですが、
夏野菜は自然の夏バテ予防剤で
す。
　まず、たっぷり含まれた水分が
体温を下げ、水分を補給します。
　夏野菜は、今必要な栄養素をふ
んだんに持っていますので、おい
しく積極的に食べましょう。

１

サービスの内容　寝具類の洗濯・乾燥
を年２回（10 月と３月を予定）行な
います。業者が対象者宅から寝具類を
回収し、洗濯・乾燥後、配達します。
申込先　お住まいの地区の民生委員児
童委員
申込期間　８月１日㈬～８月 24日㈮
対象品目　対象者が直接使っている寝
具（敷き布団、掛け布団、毛布など）
費　用　無料（大きい寝具や３枚以上
の場合、半額は自己負担となります）

【問い合わせ】　
保健課介護予防担当　
☎� 1111（内線 174）
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平成 19 年度の人間ドックの募集を行ないます。受診希望
者は次の内容を確認し、申し込みをお願いします。

対象者　
市税完納者で、次のいずれかに該当する人
①山梨市国民健康保険加入者で、平成 19 年度で満年齢が
　35 歳から 69 歳までの人（昭和 13 年４月２日から昭和
　48 年４月１日までの間に生まれた人）
②他の健康保険加入者は、下記の表に当てはまる人

※他の健康保険加入者本人で、職場において健診機会のあ
　る人は、職場での受診をお願いします。
定　員　800 人　
※先着順とし、定員を超えた場合は抽選。
申込方法　
　ハガキに（１人１枚）下の記入例のように記入し、　郵
送で申し込んでください。

〈申込記入例〉

申込期限
８月１日㈬～ 17 日㈮（当日消印有効）

負担金　
負担金は、次の表のとおりです（消費税込）。
性別、年齢により受診内容が異なります。

委託医療機関　
山梨厚生病院、加納岩総合病院、ＪＡ山梨厚生連（甲府市）、
クアハウス石和（笛吹市）、塩山市民病院（甲州市）
※検診内容については、お問い合わせください。
受診方法・受診期間
　人間ドック受診票が届いたら、ご自身で委託医療機関に
予約し受診してください。受診票などの発送は、８月 24
日㈮を予定しています。受診期間は、平成 19 年９月１日
㈯から平成 20 年２月 29 ㈮日までです。
※成人健康診査（集団健診）との重複受診はできません。
　人間ドックまたは成人健康診査のどちらかをお選びくだ
　さい。
※ 70 歳以上の人は、成人健康診査をお受けください。
　人間ドックに近い項目の健診が受けられます。

生年月日 年齢
昭和 47年４月２日～ 48年４月１日 35歳
昭和 42年４月２日～ 43年４月１日 40歳
昭和 37年４月２日～ 38年４月１日 45歳
昭和 32年４月２日～ 33年４月１日 50歳
昭和 27年４月２日～ 28年４月１日 55歳
昭和 22年４月２日～ 23年４月１日 60歳
昭和 17年４月２日～ 18年４月１日 65歳

性別 年齢 検診費用 市負担分 自己負担額

男性 35 ～ 64歳 35,700 円 20,000 円 15,700 円
65 ～ 69歳 36,225 円 20,000 円 16,225 円

女性
35 ～ 39歳 37,800 円 20,000 円 17,800 円
40 ～ 64歳 40,950 円 20,000 円 20,950 円
65 ～ 69歳 41,475 円 20,000 円 21,475 円

≪ハガキの裏面≫
①郵便番号
②住所
③申込者氏名（ふりがな）
④生年月日
⑤性別
⑥電話番号
⑦保険証の種類と記号番号

≪ハガキの表面≫
　　　　　〒 405-8501

　　山梨市役所
　　山梨市保健センター内
　　保健課
　　保健企画担当　行

50

【申込・問い合わせ】
〒 405-8501　山梨市役所山梨市保健センター内　
保健課保健企画担当　☎� 1111（内線 412、413）

平成 19 年度人間ドック受診希望者募集
保健課　

お　ね　が　い
「○○が痛い」「○○の調子が悪い」
など自覚症状のある人は、
人間ドックの受診ではなく、
お早めに医療機関で診療を受けて
ください。
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保険・健康

日　時　８月 28日㈫
　午前９時 30分～ 11時
対象者　
昭和14年９月１日～９月30日、昭和
12年８月１日～９月１日生まれの人
会　場　山梨市保健センター
※該当者には、交付日の約１週間前に
　通知します。

【問い合わせ】
市民課国民健康保険担当
☎� 1111( 内線 146、148)
牧丘支所住民生活担当　☎� 3111
三富支所住民生活担当　☎� 2121

老人健康教室および
老人医療費受給者証交付

市民課　

■割引額一覧
納付時期 前納する月分 割引額
８月中 ８月分～３月分 1,280円
９月中 ９月分～３月分 960円
10月中 10月分～３月分 690円
11月中 11月分～３月分 460円
12月中 12月分～３月分 280円

　国民年金保険料は、来年３月分まで
まとめて前払い（前納）すると、割り
引きされて安くなります。８月中に前
納すると、毎月納付した場合に比べて
1,280 円お得です。納める月が早いほ
ど割引額が大きくなります。
＊前納するためには、専用の納付書が
　必要です。社会保険事務所で納付書
　を作成しますので、ご連絡ください。
　甲府社会保険事務所　
　☎ 055(252)1431（代）
＊前納した後、厚生年金に加入するな
　どした場合、加入後の保険料は還付
　請求書を提出していただくことによ
　り、返金されます。

　運動は健康増進、疲労回復、ストレ
ス解消などさまざまな効果がありま
す。市では運動で健康づくりに取り組
みたいグループを募集します。仲間や
家族をさそって楽しく身体を動かして
健康づくりしてみませんか。
　グループごとに目標を立て、その目
標に向けて取り組みます。120 日間
継続して健康づくりを達成したグルー
プは、健康まつりで表彰します。
取り組み例
◦職場の仲間と月曜日から金曜日の昼  
　休みに 10分間散歩する
◦家族で１日おきに夕方なわとびをす
　るなど
期　間　おおむね７月～10月下旬の
120日間
＊８月 25 日㈯に交流会があります。
　ご参加ください。
　（日程が変更になっています）
対　象　山梨市在住および市内在勤者
で３～７人くらいのグループ（できる
だけ男性を１人以上含んで下さい）
＊子どものみでの参加はできません。
申込方法　メール、ファクス、電話い
ずれかの方法で申し込んでください。
（メール、ファクスの場合は、次の①
～④を記入して送ってください）
①グループのメンバーの名簿（氏名・
住所・電話番号）　②グループ代表者
の氏名　③グループの名前　④取り組
む内容と頻度、継続できるように工夫
している（しようとしている）点など
申込締切　８月７日（火）

【申込・問い合わせ】
保健課保健指導担当
☎� 1111（内線 414～ 416）　
ＦＡＸ� 3662　
E メール　
hoken@city.yamanashi.lg.jp

まとめて納付すると、

国民年金保険料が割引になります！
市民課　

【問い合わせ】
市民課国民年金担当　
☎�1111（内線144、145）

平成 20 年４月から後期高齢者
医療制度がスタートします

市民課　

　これまでは、75 歳（一定の障害が
ある人は 65歳）以上の人は国民健康
保険や健保組合などの医療保険制度に
加入しながら、「老人保健制度」で医
療を受けていましたが、平成 20年４
月からは新たに独立した医療制度とな
る「後期高齢者医療制度」で医療を受
けることになります。
　「後期高齢者医療制度」についての
詳しいことは、今後広報などでお知ら
せします。

【問い合わせ】
市民課国民健康保険担当
☎� 1111（内線 146、148）
山梨県後期高齢者医療広域連合
☎ 055(236)5671

健康チャレンジ 120
「カラダ動かし隊」参加者募集

保健課　 　『岩手の夜歩き』チームのメン

バーは、荒井さんご夫婦・高橋さ

ん・樋口さんの４人。それぞれが

ウォーキング、ダンス、グランド

ゴルフ、ソフトバレーに取り組み

ます！

　目標は「何事も仲間を誘い合っ

て実行していきます」と意気込み

を語ってくださいました。

健康チャレンジ 120 事業
～カラダ動かし隊～紹介！
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項　目 実施日 受付時間 場　所 該　当　者
母子健康手帳
の交付・
妊婦健康相談

 ８月　９日㈭
午前 9:00 ～ 11:30

山梨市保健センター 妊娠届を済ませていない妊婦
 ８月 23日㈭ ※牧丘・三富支所でも実施します。事前予約が必要です。

　　　問牧丘支所☎� 3111　三富支所☎� 2121 ９月 13日㈭

前期離乳食教室
 ８月　１日㈬ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター

19年３・４月生まれの子の保護者
＊定員 20人です。事前申込が必要ですので、ご注意ください。

育児学級  ８月 21日㈫ 午前 9:30 ～ 10:00 山梨市保健センター 19年５月生まれの子と保護者
両親学級③  ９月　６日㈭ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 19年 11・12月出産予定者
両親学級④  ９月 13日㈭ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 19年 11・12月出産予定者
★両親学級は、全ての回において事前申し込みが必要ですので、ご注意ください。

後期離乳食教室
 ９月　７日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター

19年１・２月生まれの子の保護者
＊定員 20人です。事前申込が必要ですので、ご注意ください。

★母子健康手帳は必ずお持ちください。
★今月の該当以外のお子さんでもまだ受講が済んでいない場合は、出席してください。

～健診の日程は、年間予定表をご覧ください～

８月の学級・講習会　　　　　　　　　問保健センター　☎� 1111( 内線 414 ～ 416)

　　子ども
親子おやつづくり教室
～おやつづくりで親子のふれあいを～

保健課　

　親子で一緒に楽しくおやつを作りま
せんか。
日　時　８月18日㈯午後１時30分～
会　場　夢わーく山梨　料理実習室
対　象　市内小学生とその保護者
定　員　親子 15組
持ち物　エプロン・三角巾
申込方法　８月１日㈬から電話受付開始
（定員になり次第受付を終了します）
【申込・問い合わせ】
保健課保健指導担当
☎� 1111（内線 415）

　平成 20 年度学生募集
　農業大学校が変わります！

山梨県立農業大学校　

　平成20年度から、専門学校として「養
成科」「専攻科」を新設し未来の農業を
担う人材を養成します。４年制大学へ
の編入も可能となり、卒業生には「専
門士」の称号が付与される予定です。

【募集人員・出願資格】
養成科（30人）　果樹学科　20人
園芸学科（野菜・花きコース）10人 
※高等学校卒業者（卒業見込みの者）
専攻科（若干名）　落葉果樹学科（若
干名）　※短期大学以上で農業課程を
修めた卒業者（卒業見込みの者）

【入学試験日程】
①養成科〈推薦〉、専攻科〈一般 A〉  
　10 月 26日㈮　
②養成科〈一般前期〉、専攻科〈一般 B〉
　平成 20年１月 17日㈭　
③養成科〈一般後期〉、専攻科〈一般 C〉
　平成 20年２月 29日㈮

【問い合わせ】
山梨県立農業大学校
☎ 0551 � 2269  ＦＡＸ 0551 � 2034

【募集種目／資格／第１次試験】
①２等陸・海・空士／ 18歳以上 27歳
　未満／男子・９月 24 日㈷、女子・
　９月 25日㈫
※陸上は２年、海上・航空は３年を１
　任期として任用（以降２年を１任期）
②一般曹候補生（陸・海・空）／
　18歳以上 27歳未満／９月 17日㈷
※採用後２年９か月経過以降専攻によ
　り３等陸・海・空曹へ
③航空学生（海・空）／高卒（見込み）
　21歳未満の者／９月 22日㈯
※飛行機・ヘリコプターのパイロット
　養成コース、入隊６年で幹部昇任

【願書受付期間】
　８月１日㈬～９月７日㈮

【問い合わせ】　
自衛隊山梨地方協力本部
甲府募集案内所　☎ 055(228)6427
※防衛大学校学生、防衛医科大学校学
　生、看護学生の募集は来月号でお知
　らせします。

　自衛官募集案内

自衛隊山梨地方協力本部　
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　スポーツ

応募期間　９月 30日㈰まで
（当日消印有効）
応募規定　
未発表作品とし、１人２首以内
応募部門　Ａ一般の部（高校生以上）
テーマ　自由／Ｂ中学生の部、Ｃ小学
生の部　テーマ　やまなしの自然を詠
み込んだもの（風景・果物他）
審査員　三枝浩樹先生（甲斐市在住　
歌誌「りとむ」会員）、秋山佐和子先
生（山梨市出身　歌誌「玉ゆら」主宰）
賞　山梨市長賞・市議会議長賞・市教
育長賞・市文化協会長賞・フルーツ山
梨農業協同組合長賞・市商工会長賞・
山梨の文化を伝える会長賞・三枝浩樹
賞・秋山佐和子賞・入選
表彰式　平成 20 年２月 23 日㈯「第
12回生涯学習フェスティバル」にて
※受賞作品は生涯学習フェスティバル
　で展示、「広報やまなし」に掲載予定。
応募方法　所定の応募用紙に必要事項
を明記して郵送または市民会館内生涯
学習課にお持ちください。用紙は、市
の施設に用意します（ホームページか
らダウンロードすることもできます）。
※ 400 字詰原稿用紙でも受け付けま
　す。原稿用紙の右半分に作品、左半
　分に応募部門、氏名（ふりがな）、　
　性別、年齢、郵便番号、住所、電話
　番号、学校名・学年を記入。
※応募作品の著作権は主催者に帰属し、
　応募作品の返却はしません。
※応募用紙に記入の個人情報のうち、
　氏名、市町村名、学校名・学年を作

　　募　集
　平成 19 年度各種スポーツ教室

社会体育課　

◆水泳教室（18歳以上を対象）　
　10 月～、全 8 回（予定）
　初心者コース ( ほとんど泳げない人
　が対象 )／レベルアップコース ( ク
　ロールができることを目標 )　
　募集人員　各コース 15人
◆３Ｂ体操教室　
　10 月～、全 6 回（予定）
　ボール、ベル、ベルターという３つ
　の器具を使い、音楽に合わせて集団
　で行なう健康体操。生活習慣病の予
　防にも。　
　募集人員　30人
◆西沢渓谷ハイキング教室　
　10 月中旬土曜日（予定）
　山梨市観光ボランティアからガイド
　を受けながら、西沢渓谷を散策。
　募集人員　20 人
◆弓道教室　
　10 月～、全 6 回（予定）
　市体育協会弓道部の指導を受け、健
　康増進を図る。弓道用具は、主催者
　側で用意。気軽にご参加を。　　
　募集人員　15人
◆卓球・ラージボール卓球教室　
　11 月～、全 6 回（予定）
　市体育協会卓球協会の指導を受け、
　卓球・ラージボール卓球を楽しむ。
　募集人員　30人
　詳細は、9月号以降の広報でお知ら
　せします。

【問い合わせ】
社会体育課社会体育担当（市民総合体
育館内）　☎� 5600（月曜休館）

「第４回自然と清流・果実の里
やまなし短歌大会」短歌募集

生涯学習課　

　品集に掲載しますので、ご了承くだ
　さい。

【作品の提出・問い合わせ】
〒 405-0031　山梨市万力 1830　
山梨市民会館内　山梨市教育委員会生
涯学習課「短歌大会」係　
☎� 9611（月曜休館）

第 55 回山梨県統計グラフ
コンクール作品募集

山梨県統計調査課　

　県では、県民の皆さんに統計グラフ
の作成を通して、統計を活用し、親し
んでもらうため ｢統計グラフコンクー
ル｣ を実施します。
応募資格　県内在住の小学生以上、部
門は次の６つ。第 1 部…小学 1・2年
／第 2 部…小学 3・4年／第 3 部…小
学 5・6年／第 4 部…中学生／第 5 部
…高校以上の生徒・学生、一般／パソ
コン統計グラフの部…小学生以上
課　　題  自由 ( ただし、小学校 4年
生以下の児童については、自ら観察ま
たは調査した結果をグラフにしたもの
とします )
規　　格　B2 判 (72.8cm × 51.5cm 
紙質、色彩は自由ですが、パネル仕上
げ、表面のセロハンカバーなどの調製
はしないでください )
応募方法  山梨県企画部統計調査課あ
て郵送または持参
応募期限　９月 7日㈮
表　　彰　部門ごとに知事賞１点以
内、教育長賞 2点以内、入選 2点以内、
佳作若干 (賞状と賞品を贈ります。ま
た、参加者全員に参加賞を贈ります )
※優秀な作品については ｢統計グラフ
　全国コンクール｣ に出品します。
※用紙は統計調査課に用意してありま
　すので、お申し出ください。

【問い合わせ・提出先】    
山梨県企画部統計調査課　
☎ 055(223)1344ＦＡＸ 055(223)1347

★ソフトバレーボール連盟主催の審判講習会は、26 ページに掲載しています。
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　だれでも参加できる創作活動です。
日　時　８月10日㈮午後１時30分～
会　場　旧堀之内小学校校庭・体育館
講師とアシスタント　岩井慎太郎（日
川高校教諭）、五味良富（甲府東高校
教諭）とその高校の美術部の生徒
参加費　無料
持ち物　（持っている人は）金づち、
のこぎり、作品にはめ込んだり貼り付
けたりできる宝物など
※会場には飲み水がありません。水筒
　（飲み物）をお持ちください。
※駐車場が狭いので、乗り合わせでお
　越しください。

【問い合わせ】
山梨県立美術館内新みなび実行委員会
事務局　☎ 055(228)3258 
ＦＡＸ 055(228)3418

新みなび　今・ここ・自分ワークショップ

～わたし、そしてみんなと～
山梨市県立美術館・新みなび実行委員会

日　時　８月５日㈰午後２時 30分～
会　場　西保スポーツ広場（温泉西側）
内　容　各種露店（２時 30 分～）、流
しそうめん（３時 20 分～）、カラオケ
発表会（４時～）、ゲスト歌手によるミ
ニコンサート（５時～、６時～：２回
開催）、盆踊り（６時～）（終了予定：８時）
★★★灯ろうの絵を募集します★★★
　まつりに飾る灯ろうの絵を募集しま
す。みなさんからの多くの応募をお待
ちしています。用紙は、西保公民館で
用意しています。

【問い合わせ】
西保公民館　☎� 2202（月曜休館）

第８回「鼓川温泉灯ろうまつり」

鼓川温泉灯ろうまつり実行委員会

「納涼夏まつり」

山梨市商工会牧丘三富納涼夏まつり実行委員会

商工会恒例の夏祭りを開催します。
みんなでお出かけください。
日　時　８月 10日㈮　
　午後４時 30分～８時 30分
会　場　花かげホールとホール前広場
内　容　
①アニメ映画上映会

「ドラえもん～のび太の新魔界大冒険」
　午後４時30分～６時25分
　※入場無料※
（当日午後３時 30分から整理券配付）
②納涼祭模擬店コーナー
　やきそば、かき氷、フランクフルト、
　焼き鳥など、楽しいゲームもあるよ
　午後６時 30分～８時 30分

【問い合わせ】
山梨市商工会牧丘三富支所☎� 2250

第 15 回「万力公園ふれあいまつり」

山梨市商工会青年部　

ふれあいフリーマーケットのほか、各
種イベントを企画し、おまつりを盛り
上げます。みんなでお出かけください。
日　時　８月 26日㈰　
　　　　午前 10時～午後３時
会　場　万力公園「万葉の森」
　　　　中央園路　ほか
★★フリーマーケット出店者募集★★
運営協力金　１区画 1,000 円
　　　　　　　（１人２区画まで）
申込方法　電話またはファクスでお申
し込みください（ファクスの場合は住
所・氏名・電話番号を明記）
申込締切　８月 10日㈮

【問い合わせ】
山梨市商工会青年部事務局
☎� 0806　ＦＡＸ� 1529

　峡東地区子育て講演会
　「地域教育とまちづくり」

峡東地域教育推進連絡協議会

　地域教育力とは何か、家庭・学校・
地域社会でどのように取り組んでいく
のかを、ともに学びます。
日　時　８月７日㈫　午後３時 15分
（受付：２時45分～、終了予定：４時55分）
会　場　市民会館３階「ちどりの間」
内　容　講演「地域教育とまちづくり」
講　師　山梨大学准教授　栗田真司氏
(漁師、僧侶、保育などを経験後、筑
波大教員、放送大客員教員を経て現在、
山梨大学、生涯学習講座などで活躍 )
対象者　保護者、教育関係者のほか地
域教育、生涯学習に関心のある人

【申込・問い合わせ】　峡東教育事務所
地域教育支援スタッフ☎⑳ 2737

「お天気フェア　2007」

甲府地方気象台　

　気象知識の普及と防災意識の高揚、
地域との連携強化などを目的に開催し
ます。
日　時　８月 25日㈯　
　　　　午前９時～午後４時
会　場　甲府地方気象台
　　　　（甲府市飯田 4-7-29）
対　象　小中学生とその保護者など　
　　　　（特に制限はありません）
参加費　無料（事前申込の必要なし）
内　容　緊急地震速報コーナー、お天
気キャスター体験、気象台見学、実験・
工作・お誕生日の天気調べ、気象測器
をさわってみよう　など　

【問い合わせ】
甲府地方気象台　☎ 055(222)3634
※台風および災害などにより中止する
　ことがあります。ご了承ください。

　　催　し
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◆主な内容◆　
　  9:30 ～　縁日広場、ポン菓子でどっかん！
　　　　　　おもちゃの「かえっこ」、積み木で遊ぼう
　10:00 ～　アイスクリーム広場、人形劇、
　　　　　　おじいちゃんおばあちゃんと遊ぼう
　　　　　　ベビーマッサージ（事前予約必要）

　10:30 ～　絵本の読み聞かせ、ポップコーンサービス
　11:10 ～　佐久間豊春と仲間のチェロ演奏会　
　12:00 ～　手作りおやつの試食	 （先着 300 食）
　13:15 ～　手遊びと人形劇
　14:00 ～　モンチッチと一緒に歌おうコンサート
　14:30 ～　お楽しみ抽選会　他にも盛りだくさんだよ !

びゅーちふるずが今年もやってくる！
　よい子のみんな、山梨市出身の桜チョメ吉お兄さんが、
今年もモンチッチや仲間たちと楽しいステージを見せて
くれるよ！み～んなよっといで！
�びゅーちふるずコンサート
　♪モンチッチと一緒に歌おう　午後２時～２時 30分
　　　～終了後、お楽しみ抽選会を開催します～

８月４日㈯　

 午前９時 30 分～
 山梨市民会館

第８回やまなしし子ども
フェスティバル【問い合わせ】

　少子対策課子育て推進担当　
　☎� 1111( 内線 152、153)　ＦＡＸ� 2800
　メールアドレス
　shoshitaisaku@city.yamanashi.lg.jp

　
 佐久

間豊春と仲間の

チェロ演奏会♪
　山梨市出身のチェリスト佐久間豊春氏が主宰する
チェロ合奏団「チェリッシモ・プラピッシモ」のメン
バーが、子どもたちの知っている曲を中心に演奏しま
す。生演奏のすばらしさを味わってください。
◆佐久間豊春プロフィール
　1963 年武蔵音楽大学卒業。'64 年東京都交響楽団
に入団、首席奏者となる。'70 年ベルリン音楽大学に
入学。帰国後、内外のオーケストラや演奏家と共演。
ベルリンフィル、ウィーンフィルなどとの親交も深い。
合奏団名は、「すばらしきかな　われらが愛するチェ
ロよ！」という意味。

午前 11時 10分～ 11時 40分


